
 
 
 
 
 
 

沖縄県 
１.児童相談所の管轄区域 

 

 

 

２.子ども家庭総合支援拠点の設置状況 

設置済み（2019 年 3 月現在） 大分市、中津市、杵築市、国東市、 

今後設置予定 臼杵市、豊後大野市 

検討中 別府市、日田市、佐伯市、津久見市、竹田市、豊後高

田市、宇佐市、由布市、姫島村、日出町、九重町、玖

珠町 
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沖縄県南風原町ヒアリング調査報告 

ヒアリング実施日：平成 30 年 10 月 22 日 

 

１ 自治体の概要 

①県内地図（県内の市等の位置） 

 

②面積：10.76km2 

③人口：39,371 人（平成 31 年 1 月末） 

④児童数：9,911 人（平成 31 年 1 月末） 

⑤類型（小規模等）：小規模 A型 

 

２ 自治体の組織図 

 

 

 

  

 

３ 支援拠点としての説明（特徴・機能） 

（1）特徴 

ア 児童虐待に係る相談件数等の推移（3年分） 

 

 

イ 児童虐待対応として工夫している事項 

拠点としての 4業務（①実情の把握②相談対応③総合調整④調査、支援及び指導等⑤他関係機関と

の連携）遂行上の特徴 

 

①南風原町では、別添「資料①」のように各関係機関から案件が挙がってきた際に、要支援と判

断される場合は住民基本台帳を確認し民生部内（こども課、保健福祉課、国保年金課）の基本

的な事項と併せて世帯把握をする。さらに町社会福祉協議会（以下、「町社協」）のＣＳＷ、教

育委員会（学校）、保育所さらに必要あれば児童館や学童クラブからの情報収集を行い、全体

像を整える。 

・情報の整理と並行して、重要案件に関しては速やかに児相や警察へ情報提供を行う。 

 

②個別相談に関しては、案件ごとに早期かつ適切な方法により聞き取り調査を行い、個々の状況

に応じて関係機関や支援する方々の連携を取るようにしている。 

 

③支援する人が多くならないよう、かつ適切な支援ができる体制を常に考え、町内のさまざまな

機関を活用してフォローができるよう総合的な調整を心がけている。 

 

④各種支援に関しては、民生部内で適切な事業の手続きなどを行い、併せて町社協の事業とも連

動して寄り添った支援体制を心がけている。また、ＣＳＷの専門的な指導が必要な場合にも、

町社協と連携して取り組んでいる。 

 

⑤別添「資料②」と「資料③」のように、関係機関をつなぎ合わせて支援を行っている。 

 

（2）職員配置等（家庭支援員、心理担当、虐待対応専門員） 

①平成３１年度に向けて、別添「資料③」のように、こども課（地域福祉班）の体制を整える予

定である。 
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（3）保健部門との一体性・連携 

ア 子育て世代包括支援センターの設置について（有無・年度） 

 
①平成３０年度から母子健康包括支援センター事業として民生部保健福祉課に保健師２人を配

置し、妊産婦に対してポピュレーションアプローチを徹底するとともに、病院とも連携しなが

ら早期にハイリスクの方々を把握する体制を整えた。 

 
イ 一体性・連携についての工夫・具体例 

①上記アの関連事業として、平成３１年度から、別添「資料③」の体制で、若年妊婦等の支援を

強化する準備を進めている。保健師と助産師、社会福祉士などが連携を密にし役割分担も行い

つつ、さらに若年妊婦等を支援する居場所として、本町が独自で実施している子どもの孤立対

策事業の『こども元気ＲＯＯＭ』「資料④」の活用を図り支援を強化する。 

 

（4）児童相談所との連携 

①児童相談所とは常に連携をして支援を行っている。 

 

（5）要保護児童対策地域協議会等との関係 

ア 「支援拠点は要対協調整機関を担う」との定めとの関係 

①もともとも「南風原町要保護児童等対策地域協議会運営要綱」にて、こども課が調整機関の指

定を受けているので、これまで通り関係機関との連携で取り組む。 

 

イ 要対協その他関係機関との連携等の具体的工夫 

①別添「資料③」のとおり、町内の関係機関、人的資源の連携で取り組みを進めていく。また、

発達支援についても「資料⑥」のとおり作業療法士（OT）を活用した取組も進めている。 

 

（6）相談室、親子交流スペース、事務室等 

 

 

  ↑（写真 1）本庁舎内 こども課 

 

４ 研究チームからのコメント 

人口 4万弱、児童人口 1万人弱であり、顔が見える関係が築ける自治体規模で、子どもにかかわる

機関が相互に集まり、次々に連携し、子どもを中心に添えた地域づくりをしていこうという気概にあ

ふれている。ヒアリング時には今後包括支援センターと支援拠点整備を行っていくとのことであった

が、実際は、支援拠点としての相談・ソーシャルワーク機能は十分果たしているように思えた。具体

的に、特徴的な取組みをいくつか挙げる。 

まず、福祉と教育とが連携した子ども支援としてあげられるのが、作業療法士の活用である。作業

療法士は、直接子ども支援を担うのみでなく、保育園や学校における保護者の心配（発達の遅れなど）

にも応えることが出来る。さらに、保護者らの不安にどう答えるかという現場の保育士や教員の相談

に応じるなどの役割も期待されている（3／４小学校に配置）。 

次に、子どもの貧困・孤立対策の一つとして NPO 法人の運営する「元気 ROOM」が特徴的である。平

成３１年度から元気 ROOM の支援スタッフに加え新たに助産師を活用し、保健師との連携を行いなが

ら、若年妊婦の望まない妊娠などによって子どもの虐待や貧困が生じてしまうのを防ぎ、若年妊婦の

居場所づくりと支援強化を行なう予定である。 

こうした南風原町の子育て支援の取組みは参考資料として添付したイラストを用いた図で示され

ており、関係部署の職員同士の理解にも役立っているといえる。 

なお、課題もあげられる。全国的な課題としてあげられているが、前述の作業療法士然り、保育士

不足然りとのことである。 

また、今後の取組みとして、現在「ホームスタート事業」を検討しているとのことである。 

市民の中でも子育て支援への協力を考えてはいるがどうしたらいいのか分からないといった人た

ちをマッチングさせる。このホームスタート事業と宮平保育所、ゆうな園、子育て支援センター事業、

助産師の間の連携を強化することでより充実した支援体制の構築を図って行こうとしている（添付参

考資料参照。ただしその際にも保育士不足はネックとなる。）。また、作業療法士の人材育成の課題へ

の対応策として、沖縄県、大学、町などが連携して整えた人材育成プログラムの「地域子どもを支援

するインクルーシブ教育推進人材育成プログラム」が行われている。約半年間の座学での知識を得て、

その後現場での実績を積むことで作業療法士のスキルアップに努めている。今後は、スキルアップし

た作業療法士の地域認定資格も検討している。小さな町の大きな挑戦に最大限のエールを送りたい。  

研究代表 鈴木秀洋 
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↑（図 1）沖縄県内における那覇市の位置 

沖縄県那覇市ヒアリング調査報告 

ヒアリング実施日：平成 30 年 10 月 22 日 

１ 那覇市の概要 

①県内地図（県内の市等の位置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②面積：39.98km2 

③人口：319,435 人（沖縄県内１位） 

④児童人口：60,423 人（沖縄県内１位） 

⑤類型：中規模 

 
２ 那覇市の支援体制 

（1）人員配置＜こどもみらい部子育て応援課子育て支援室＞※平成 30 年時点 

 人員 人数 

常勤 
（計 6 名） 

室⻑ 1 名 
虐待対応職員 4 名 
保健師 1 名 

非常勤職員 
（計 13 名） 

家庭相談員 8 名 
虐待対応専門員 ― 
こんにちは赤ちゃん 2 名 
育児支援専門員 2 名 
子育て世帯自立支援員 1 名 

那覇市の子育て支援は、こどもみらい部子育て応援課子育て支援室が行っている。昭和 48 年に設

置された家庭児童相談室を平成 17 年度より子育て支援室に名称を変更した。子育て支援室の主な業

務は、①子ども家庭支援全般に関わる業務（実情の把握、情報の提供、相談などへの対応、総合調整）、

②要支援児童への支援業務、③関係機関との連絡調整、④要保護児童対策地域協議会事業、⑤乳児家
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↑（写真 1）子育て支援室 

↓（写真 2）個別相談室 

庭全戸訪問事業、⑥養育支援訪問事業、⑦短期入所生活援助事業である。このうち③では支援拠点が

調整機関の主担当機関を担うことで円滑な連絡調整を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人事部による理解もあり、子育て支援室の人員数は年々増加している。来年度（平成 31 年度）には

非常勤職員の虐待対応専門員 2名と養育支援訪問事業の支援員 1名が増加、子育て世帯自立支援員が

1 名減少し、合計 21 名の配置になる予定である。また平成 29 年度には家庭相談員の給料の水準を引

き上げ、正規職員（心理職）1名と家庭相談員 1名を増員した。平成 30 年度の家庭相談員のうち 2名

は主任であり、最長 5年間主任として勤務することができる。那覇市では、家庭相談員として 5年間、

主任として 5 年間、合計 10 年間務めてもらうことで新しく配属になった人にノウハウを伝えてもら

い、様々なケースに対応できる職員の確保に努めている。 

 

（2）相談施設・設備＜那覇市役所＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（写真 1）の場所での相談も可能だが、 
個別相談希望者のために子どもの遊ぶ 
スペースもある相談室も設置されている。 
（写真 2,3,4） 
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↑（図 1）沖縄県内における那覇市の位置 

沖縄県那覇市ヒアリング調査報告 
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↑（写真 4）個別相談室内 

←（図 2）子育て包括支
援センターとの
連携イメージ図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個別相談室内は職員デスクにもつな 
がっていて、その場ですぐに必要な対 
応を取ることができる工夫がなされて 
いる。 
 
 
 
 
 

（3）子育て包括支援センターとの連携 

 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
那覇市子ども家庭総合支援拠点（子

育て支援室）と包括支援センター（基

本型）は同じフロアにある。基本型の

包括支援センターは主に利用者支援事

業を担当している。また、保健所には母子保健型の包括支援センターがある。母子保健型の包括支援

センターでは、子どもが生まれる前の時期を担当し、子どもが生まれた後は子育て支援室や基本型の

包括支援センターにケースが移される。母子保健型の包括支援センターでのケースを、どちらにどん

なケースを持っていくかなどの連携会議が年に 2回三者会議として開催され、連携の強化を図ってい

←（写真 3）個別相談室内の 
      キッズスペース 
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る。特に基本型の包括支援センターと子育て支援室の連携強化が今後の課題の一つとして挙げられて

いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 那覇市の現状 

（1）那覇市の相談件数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24 年度まで 200 件以下だった虐待相談件数が、平成 25 年度以降は 200 件を超えるようになっ

た。平成 28 年度の詳しい内訳を見てみると、「身体的虐待」が 51 件、「性的虐待」が 9件、「心理的虐

待」が 73 件、最も多かったのが「ネグレクト」で 108 件となっている。沖縄県では、若年妊婦や県外

からやってきた身寄りのない人が多く、心理的虐待やネグレクトが特に多くなってしまっている原因

の一つなのではないかと考えられる。 

（2）相談種類別の件数 ※平成 28 年度実績 

種類別 件数（件） 割合（%） 
養護相談 549 59.8 
 児童虐待相談 241 

←（写真 5） 
子育て世代包括支援センター 
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その他の相談 308 
保健相談 5 0.5 
障害相談 18 2.0 
非行相談 6 0.7 
育成相談 127 13.8 
その他の相談 213 23.2 
計 918 100 

 
 
４ 今後の課題 

那覇市では、校長職、教育委員会などを経験した市長や人事部などの理解もあり、子育て支援室の

人員は確保されているイメージがあるが、養育支援家庭訪問事業などの専門員の不足が課題として挙

げられている。給料水準の引き上げなどを行い対応はしているが、今の体制を維持し、子育て支援の

ノウハウの継承も課題になっている。また、子育て支援室と基本型の包括支援センターとの連携が課

題となっている。 

 

 
５ 研究チームからのコメント 

沖縄県下で最大の都市であり、様々な人の流れがある街である。相談者の属性や悩みも様々である。

那覇市では、母子保健部門と子ども福祉部門の連携を重視している。支援拠点の重要性に関しては、

自治体トップ（人事部）が十分な理解を示しており、人員配置等に関しては年々充実している。 
ただし、相談件数の増加もあり、それに対応して、現状の体制をより充実させていけるか。拠点と

しての力量の維持向上も課題である。正規職員には、異動があるため、非常勤の専門職員に長く務め

てもらいノウハウを職員にも伝承してもらうことが重要と考えている。そのためには、給与水準を今

後も相当程度挙げていくことも必要と考える。妊婦や母子へのファーストコンタクトを担う保健部門

とは一層の連携が必要であるとのことであり、那覇市ほどの規模を有する自治体では、個々人という

よりも組織としての連携のルール作りが大切となろう。 

研究代表 鈴木秀洋 

 

 

資料 

 

第３ おわりに 
 目黒区虐待死事件、野田市虐待死事件その他大きく報道される虐待事件が続いている。 
児童虐待対応というと、とかく児童相談所の強化策が注目されがちである。しかし、実

は、市区町村が果たしてきた役割が非常に大きいのである。市区町村が子ども家庭支援全

般に係る業務を地域で担うことが子どもと家庭を救ってきたし、今後も救っていくことに

なる。その意味で、国が 2022 年度までに全市区町村で、子ども家庭総合支援拠点を整備す

るとの方針を打ち出した意義は大きい。市区町村における子ども家庭総合支援拠点が、地

域の在宅支援の中核となり、子育て世代包括支援センターと連携し、かつ、要保護児童対

策地域協議会を活用しながら、妊娠期から 18 歳に至るまでの継続的な支援を担い続けるの

である。 
この報告書は、その意味で、全国の様々な自治体の「今」を明らかにしてきた。支援拠

点の業務は、相談やソーシャルワークであるといっても、では他の自治体はどのような体

制で、どのようにやっているのか、その具体事例を知りたいとの声をずっと聞いてきた。 
そのため、ヒアリング調査の手法としては、なるべく規模や地理条件等が異なる多くの

自治体にヒアリング調査をし、その度に支援拠点の意義を語り、支援拠点が広がる手法に

ついて意見交換し、他の自治体の事例紹介もしてきた。そして、この報告書への自治体の

例の掲載に当たっては、「どのような体制を築けばよいのか未だに悩んでいる」という自治

体には、その悩みを吐露してくれる方が他の自治体の参考になるのでという形でヒアリン

グに応じてもらった。「特別な取組みはしていないですよ」という自治体には、児童虐待対

応に特別な取組みはないということを他の自治体にもわかってもらった方が良いのではな

いかという形でお願いした。時間が限られる中であったが、より多くの自治体の支援拠点

の形を紹介することが他の自治体の参考になるし、それが 2022 年までに全国設置とされる

支援拠点を研究テーマに設定している私の役目であろうと考え、とにかく多くの支援拠点

（現在目指している自治体を含む。）を訪ねさせていただいた。 
日々の虐待対応で忙しい中時間を割いてくださった自治体担当者の方にこの場でお礼を

申し上げたい。 
なお、このヒアリング調査は、市区町村を対象にしているために、直接県の取組を挙げ

てはいない。しかし、支援拠点整備には、車の両輪としての県のバックアップが不可欠で

ある。ヒアリングに際し、市町村への説明会や意見交換の機会を設定してくださり、また

ヒアリング自治体に案内・同席し、一緒に支援拠点作りにアイディアを出し合ってくださ

った県の担当者（特に、宮城県、福島県、静岡県、奈良県、鳥取県、岡山県、広島県、愛

媛県、高知県、大分県、沖縄県）の方にお礼を申し上げたい。 
県の取組については、スタートアップマニュアル（32 頁～）に紹介している。 
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自治体にヒアリング調査をし、その度に支援拠点の意義を語り、支援拠点が広がる手法に

ついて意見交換し、他の自治体の事例紹介もしてきた。そして、この報告書への自治体の

例の掲載に当たっては、「どのような体制を築けばよいのか未だに悩んでいる」という自治

体には、その悩みを吐露してくれる方が他の自治体の参考になるのでという形でヒアリン

グに応じてもらった。「特別な取組みはしていないですよ」という自治体には、児童虐待対

応に特別な取組みはないということを他の自治体にもわかってもらった方が良いのではな

いかという形でお願いした。時間が限られる中であったが、より多くの自治体の支援拠点

の形を紹介することが他の自治体の参考になるし、それが 2022 年までに全国設置とされる

支援拠点を研究テーマに設定している私の役目であろうと考え、とにかく多くの支援拠点

（現在目指している自治体を含む。）を訪ねさせていただいた。 
日々の虐待対応で忙しい中時間を割いてくださった自治体担当者の方にこの場でお礼を

申し上げたい。 
なお、このヒアリング調査は、市区町村を対象にしているために、直接県の取組を挙げ

てはいない。しかし、支援拠点整備には、車の両輪としての県のバックアップが不可欠で

ある。ヒアリングに際し、市町村への説明会や意見交換の機会を設定してくださり、また

ヒアリング自治体に案内・同席し、一緒に支援拠点作りにアイディアを出し合ってくださ

った県の担当者（特に、宮城県、福島県、静岡県、奈良県、鳥取県、岡山県、広島県、愛

媛県、高知県、大分県、沖縄県）の方にお礼を申し上げたい。 
県の取組については、スタートアップマニュアル（32 頁～）に紹介している。 
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【研究成果】 
本報告書は、平成 30 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「市区町村等が行う児

童虐待防止対策の先駆的取組に関する調査研究」の研究成果を掲載するものであるが、

このヒアリングの研究成果を踏まえて、同時に「市区町村子ども家庭総合支援拠点設置ス

タートアップマニュアル」を策定している。平成 30 年度の研究成果としては一体のものと

して参照されたい。 
また、平成 29 年度の「市区町村子ども家庭総合支援拠点の設置促進に向けた支援手法に

関する調査研究」報告書を併せ参照することで、より支援拠点の法制度設計の経緯・課題・

展望を含む総合的かつ一体的な研究成果と認識してもらえるものと考える。 
  
                 平成 30 年 3 月 17 日 研究代表 鈴木秀洋 
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第４ 参考資料 
 

１　支援拠点スタートアップマニュアル抜粋

2 
 ［

マ
ニ

ュ
ア

ル
利

用
に

当
た

っ
て

の
留

意
点

］
 

( 1
) [

項
目

・
内

容
] 

「
市

区
町

村
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

設
置

運
営

要
綱

」
（

巻
末
第

8
参

考
資

料
4
2
頁

）
に

準
拠

し
て

い
る

。
 

(2
) [

具
体

例
]
[
グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
例

]
 

平
成

2
9
年

度
自

治
体

ヒ
ア

リ
ン

グ
、
平

成
3
0
年

度
自

治
体

ヒ
ア

リ
ン

グ
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

検
討

会
議

等
に

よ
る

自
治

体
か

ら
の

報
告

を
基

に
参

考
と

し
て

挙
げ

て
い

る
。

 

(3
) 支

援
拠

点
と

は
何

か
 

→
定

義
・

意
義

・
役

割
を

明
示

し
て

い
る

。
 

( 4
) 支

援
拠

点
設

置
と

い
う

た
め

に
は

ど
ん

な
業

務
を

行
う

の
か

。
 

→
後
述
す
る

4
業

務
（

1
2
頁
）
。
し

か
し

、
こ

の
業

務
は

基
本

的
に

は
、
ど

の
自

治
体

も
行

っ
て

い
る

は
ず

の
も

の
。

 

→
支

援
拠

点
は

、
そ

の
4
業

務
の

レ
ベ

ル
を

上
げ

て
行

き
ま

し
ょ

う
と

い
う

話
で

あ
る

。
 

 
 

 
※

当
初

自
治

体
の

規
模

ご
と

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

て
ほ

し
い

と
の

声
あ

り
。
し

か
し

、
自

治
体

の
規

模
に

よ
っ

て
、
子

ど
も

の
命

を
守

る
た

め
の

仕
事

が
変

わ
る

の
は
お

か
し

い
！
と

い
う

こ
と
で

 
統

一
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
な

っ
て

い
る

。
 

( 5
) ど

う
や

っ
て

支
援

拠
点

を
作

っ
て

い
け

ば
よ

い
の

か
。

 

→
自

治
体

の
現

在
お

か
れ

た
状

況
・
人

材
・
地

域
資

源
が

異
な

る
の

で
、
1
年

目
、
2
年

目
、
3
年

目
等

の
方

式
は

と

ら
ず

に
、

支
援

拠
点

と
し

て
の

ス
タ

ー
ト

ラ
イ

ン
を

提
示

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

（
ⅰ

）
こ

れ
か

ら
設

置
に

向
け

た
準

備
を

す
る

自
治

体
→
本

編
要

件
中

心
（

足
ら

な
い

部
分

の
補

充
）

 

（
ⅱ

）
既

に
機

能
充

足
自

治
体
→
本

編
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

事
例

中
心

（
更

な
る

充
実

）
 

( 6
) 簡

便
な

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
 

巻
末

の
簡

便
な

チ
ェ

ッ
ク

項
目

リ
ス

ト
を

使
用

し
て

チ
ェ

ッ
ク

！
 

(7
) 都

道
府

県
に

よ
る

「
市

区
町

村
へ

の
働

き
か

け
」

の
例

（
山

口
県

、
岡

山
県

・
静

岡
県

（
後

述
ワ

ー
ク

例
）
・

高
知

県
・

愛
媛

県
・

鳥
取

県
・

沖
縄

県
・

宮
城

県
・

福
島

県
・

広
島

県
等

）
 

※
静

岡
県

の
支

援
拠

点
推

進
ワ

ー
ク

の
例
（

第
4
支

援
拠

点
設

置
の

た
め

の
都

道
府

県
の

取
組

3
2
頁

）
を

挙
げ

て
い

る
の

で
参

考
に

し
て

ほ
し

い
。

 

※
ま

た
、

県
主

催
の

①
[
市

町
へ

の
行

政
説

明
＋

②
支

援
拠

点
整

備
の

講
演

会
・

意
見

交
換

会
・

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
・

ア
ド

バ
イ

ス
と

の
形

で
今

年
度

行
っ

て
き

た
研

修
一

覧
を

掲
載

し
て

い
る

（
6
9
頁

）
 

  
 

第
１
 
は
じ
め
に
 

3 
 第

２
 支

援
拠

点
［

総
論

・
概

要
］

 

１
 
支

援
拠

点
（
（
参

考
）
児

童
福
祉

法
（
以

下
「
法

」
と
い

う
）
1
0
条
の

2
）
の

機
能

（
定

義
・

意
義

・
役

割
）

 

 

(
1
)
 
地

域
の

全
て

の
子

ど
も

・
家

庭
の

相
談

に
対

応
す

る
子

ど
も

支
援

の
専

門
性

も
っ

た
機

関
・

体
制

（
状

態
）

 

 
※

 
虐

待
対

応
の

み
で

な
い

。
す

べ
て

の
子

ど
も

・
家

庭
の

相
談

を
受

け
る

。
 

 
 

 
 
→
家

児
相

設
置

自
治

体
は

そ
の

機
関

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
。

 

 
※

 
子

ど
も

支
援

の
た

め
の

専
門

性
を

有
す

る
 

 
 

 
 
→
専

門
性

を
有

す
る

た
め

の
人

的
配

置
基

準
（

次
頁

）
を

参
照

 

 

(
2
)
 
地

域
の

資
源

を
有

機
的

に
つ

な
い

で
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

機
能

）
在

宅
支

援
 

※
 
要

対
協

の
主

担
当

機
関

と
し

て
の

役
割

・
要

対
協

を
活

用
す

る
と
の

視
点

 

(3
) 

原
則
と
し
て

18
歳
ま
で

1
の
す
べ
て
の
子
ど
も
（
と
そ
の
家
庭
及
び
妊
産
婦
等
）
を
切
れ
目
な
く
継
続
的
に
支
援
 

※
 
年

齢
に

よ
る

切
れ

目
と

支
援

機
関

・
組

織
と

し
て

の
切

れ
目

を
生

じ
さ

せ
な

い
よ

う
 

→
特

に
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（

母
子

保
健

部
門

）
と

子
ど

も
部

門
と

の
一

体
性

2
の

構
築

（
ハ

ー
ド

面
・

ソ
フ

ト
面

）
 

 

(
4
)
 

個
人

で
は

な
く

、
チ

ー
ム
（

組
織

）
で

支
援

す
る

体
制
（

人
的

資
源

等
）
の

構
築
・
運

用
（
（

参
考

）
法

1
0
条

4
項

） 

※
 
チ

ー
ム

に
す

る
た

め
の

国
の

補
助

金
や

都
道

府
県

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
に

よ
る

体
制

整
備

 

 

(
5
)
 
支

援
拠

点
が

担
う

四
つ

の
業

務
内

容
（（

参
考

）
法

1
0
条

1
項

1
号

～
4
号

等
）
 

①
子

ど
も

家
庭

支
援

業
務

に
か

か
る

業
務

 

②
要

支
援

児
童

及
び

要
保

護
児

童
等

並
び

に
特

定
妊

婦
等

へ
の

支
援

業
務

 

③
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
 

④
そ

の
他

の
必

要
な

支
援

 

※
 
詳

細
は

［
4
業

務
内

容
］

1
2
頁

参
照

 

※
 
ほ

と
ん

ど
の

子
ど

も
に

関
す

る
担

当
部

署
で

は
行

っ
て

い
る

業
務

で
あ

り
、
そ

の
レ

ベ
ル

が
問

わ
れ

る
こ

と
に

な
ろ

う
。

 

 

(
6
)
 
支

援
拠

点
と

児
相

と
の

役
割

の
相

違
 

※
 
支

援
拠

点
は

上
記

役
割

を
果

た
し

、
児

相
の

下
部

機
関

で
は

な
い

。
役

割
が

異
な

る
対

等
機

関
で

あ
る

。
 

※
 
児

相
を

設
置

し
た

か
ら

拠
点

の
機

能
を

包
含

し
て

い
る

こ
と

に
は

な
ら

な
い

。
 

→
む

し
ろ

、
支

援
拠

点
は

、
在

宅
・
面

支
援

で
あ

り
、
拠

点
設

置
（

と
い

う
土
台

）
な

し
で
の

児
相

の
一

時
保

護
・
介
入
強
化
で
は
長
期
的
に
子
ど
も
と
家
庭
を
守
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
視
点
を
有
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
支
援
拠
点
と
児

相
の
役

割
と

は
子

ど
も

の
命

を
守

る
車

の
両

輪
と

な
る

。
 

    
 

第
２
 
支
援
拠
点
［
総
論
・
概
要
］
 

3

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
 
 
 
3

2
0
1
9
/
0
4
/
0
3
 
 
 
1
0
:
2
3
:
0
4

4 
 ２

 
支

援
拠

点
に

関
し

て
（

想
定

さ
れ

て
い

る
人

口
規

模
と

人
員

配
置

基
準

等
モ

デ
ル

）
 

自
ら
の
自
治
体
の
支
援
拠
点
と
し
て
の
規
模
を
確
認
し
て
み
よ
う
（
詳
細
は
本
稿

2
5
頁
）
。
 

※
（

注
）

後
述
す

る
よ
う

に
補
助

金
受
給

要
件
で

あ
り
、

必
ず
し

も
下
記

人
員
配

置
基
準

が
な
い

限
り

は

拠
点

機
能

が
な
い

と
い
う

こ
と
で

は
な
い

が
、
ま

ず
自
ら

の
自
治

体
の
規

模
等
を

確
認
し

て
お
こ

う
。
 

＜
自

分
た

ち
の

類
型

は
？

＞
 

類
型
 

人
口
規
模
 

該
当
す
る
類

型
に
〇
 

小
規
模
Ａ
型
 

児
童
人
口
概
ね

0
.
9
万
人
未
満
 

（
人
口
約

5
.
6
万
人
未
満
）
 

 

小
規
模
Ｂ
型
 

児
童
人
口
概
ね

0
.
9
万
人
以
上

1
.
8
万
人
未
満
 

（
人
口
約

5
.
6
万
人
以
上
約

1
1
.
3
万
人
未
満
）
 

 

小
規
模
Ｃ
型
 

児
童
人
口
概
ね

1
.
8
万
人
以
上

2
.
7
万
人
未
満
 

（
人
口
約

1
1
.
3
万
人
以
上
約

1
7
万
人
未
満
）
 

 

中
規
模
型
 

【
中
規
模
市
部
】
 

児
童
人
口
概
ね

2
.
7
万
人
以
上

7
.
2
万
人
未
満
 

（
人
口
約

1
7
万

人
以
上
約

4
5
万

人
未
満
）
 

 

大
規
模
型
 

【
大
規
模
市
部
】
 

児
童
人
口
概
ね

7
.
2
万
人
以
上
 

（
人
口
約

4
5
万

人
以
上
）

 
 

 ＜
ど

の
よ

う
な

職
員

を
配

置
す

る
？

＞
 

該
当
類
型
に
〇
 

子
ど
も
家
庭
支
援
員
 

心
理
担
当
支
援
員
 

虐
待
対
応
専
門
員
 

合
計
 

 
小
規
模
Ａ
型
 

常
時
２
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

－
 

－
 

 

 
小
規
模
Ｂ
型
 

常
時
２
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

－
 

常
時
１
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
 

 
小
規
模
Ｃ
型
 

常
時
２
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

－
 

常
時
２
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
３
名
 

 
中
規
模
型
 

常
時
３
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
１
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
４
名
 

 
大
規
模
型
 

常
時
５
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
４
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
６
名
 

※
虐

待
加

算
あ

り
 

（
子

ど
も

家
庭

支
援

員
に

お
け

る
常

時
配

置
の

考
え

方
の

一
例

）
 

  

・
配
置
基
準
２
名
の
拠
点
に
兼
任
職
員
４
名
（
拠
点
業
務

5
0
％
）
を
配
置
す
る
場
合
 

Ｏ
Ｋ

 
 

Ｎ
Ｇ

 
 

 
A
さ

ん
 

B
さ

ん
 

C
さ

ん
 

D
さ

ん
 

 
 

 
A
さ

ん
 

B
さ

ん
 

C
さ

ん
 

D
さ

ん
 

８ 時 間

 

午
前
 

 
 

 
 

 

８ 時 間

 

午
前
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
 

 
 

 
 

 

午
後
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

詳
細
は
注
を
参
照

1
3
 

⇒
兼
務
職
員
だ
か
ら

N
G
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
拠
点
職
員
と
し
て
の
常
時
配
置
に
な
っ
て
い
な
い
 

 
兼
任
職
員
が
結
果
的
に
専
任
・
常
勤

2
名
分

（
8
0
時
間
）
の
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
 

 
拠
点
で
求
め
る
の
は
、
「
拠
点
職
員
を
常
時
〇
名
配
置
」
な
の
で
、
兼
任
職
員
を
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
 

あ
ら
か
じ
め
拠
点
業
務
の
専
従
時
間
を
区
切
っ
て
、
常
時
〇
名
と
い
う
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。
 

・
な
お
他
の
具
体
的
な
例
示
（
4
パ
タ
ー
ン
）

3
に
つ
い
て
は

2
8
頁

参
照
 

 
 

２
 
支
援
拠
点
に
関
し
て
（
想
定
さ
れ
て
い
る
人
口
規
模
と
人
員
配
置
基
準
等
モ
デ
ル
）
 

5 
 ３

 
支

援
拠

点
を

開
設

す
る

場
合

の
関

係
機

関
 

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
青

）
と

の
関

係
、

要
対

協
（

紫
）

の
活

用
、

児
相

（
オ

レ
ン

ジ
）

と
の

関
係

 

 

※
厚

労
省

作
成

（
イ

メ
ー

ジ
図

）
 

※
自

治
体

ご
と

に
上

記
図

の
構

成
は

変
わ

り
う

る
。

地
域

ご
と

に
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

※
（

参
照

）
井

上
登

生
作

成
図

 
後

述
注

4
 

  次
項

以
降

で
以

下
⑴

～
⑸

に
つ

い
て

詳
解

す
る

。
 

(
1)

 子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
(
利
用

者
支

援
事

業
(
母

子
保

健
型

)
)
と

の
関

係
 

（
6
・

7
頁

）
 

(
2)

 要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
活

用
 

（
8
頁

）
 

(
3)

 児
童

相
談

所
と

の
連

携
、

協
働

 
（

9
頁

）
 

(
4)

 地
域

の
関

係
機

関
、

地
域

に
お

け
る

各
種

協
議

会
等

と
の

連
携

 
（

1
0
頁

）
 

(
5)

 家
庭

児
童

相
談

室
と

の
関

係
 

（
1
0
頁

）
 

 
 

３
 
支
援
拠
点
を
開
設
す
る
場
合
の
関
係
機
関
 

4

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
 
 
 
4

2
0
1
9
/
0
4
/
0
3
 
 
 
1
0
:
2
3
:
0
5
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4 
 ２

 
支

援
拠

点
に

関
し

て
（

想
定

さ
れ

て
い

る
人

口
規

模
と

人
員

配
置

基
準

等
モ

デ
ル

）
 

自
ら
の
自
治
体
の
支
援
拠
点
と
し
て
の
規
模
を
確
認
し
て
み
よ
う
（
詳
細
は
本
稿

2
5
頁
）
。
 

※
（

注
）

後
述
す

る
よ
う

に
補
助

金
受
給

要
件
で

あ
り
、

必
ず
し

も
下
記

人
員
配

置
基
準

が
な
い

限
り

は

拠
点

機
能

が
な
い

と
い
う

こ
と
で

は
な
い

が
、
ま

ず
自
ら

の
自
治

体
の
規

模
等
を

確
認
し

て
お
こ

う
。
 

＜
自

分
た

ち
の

類
型

は
？

＞
 

類
型
 

人
口
規
模
 

該
当
す
る
類

型
に
〇
 

小
規
模
Ａ
型
 

児
童
人
口
概
ね

0
.
9
万
人
未
満
 

（
人
口
約

5
.
6
万
人
未
満
）
 

 

小
規
模
Ｂ
型
 

児
童
人
口
概
ね

0
.
9
万
人
以
上

1
.
8
万
人
未
満
 

（
人
口
約

5
.
6
万
人
以
上
約

1
1
.
3
万
人
未
満
）
 

 

小
規
模
Ｃ
型
 

児
童
人
口
概
ね

1
.
8
万
人
以
上

2
.
7
万
人
未
満
 

（
人
口
約

1
1
.
3
万
人
以
上
約

1
7
万
人
未
満
）
 

 

中
規
模
型
 

【
中
規
模
市
部
】
 

児
童
人
口
概
ね

2
.
7
万
人
以
上

7
.
2
万
人
未
満
 

（
人
口
約

1
7
万

人
以
上
約

4
5
万

人
未
満
）
 

 

大
規
模
型
 

【
大
規
模
市
部
】
 

児
童
人
口
概
ね

7
.
2
万
人
以
上
 

（
人
口
約

4
5
万

人
以
上
）

 
 

 ＜
ど

の
よ

う
な

職
員

を
配

置
す

る
？

＞
 

該
当
類
型
に
〇
 

子
ど
も
家
庭
支
援
員
 

心
理
担
当
支
援
員
 

虐
待
対
応
専
門
員
 

合
計
 

 
小
規
模
Ａ
型
 

常
時
２
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

－
 

－
 

 

 
小
規
模
Ｂ
型
 

常
時
２
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

－
 

常
時
１
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
 

 
小
規
模
Ｃ
型
 

常
時
２
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

－
 

常
時
２
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
３
名
 

 
中
規
模
型
 

常
時
３
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
１
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
４
名
 

 
大
規
模
型
 

常
時
５
名
 

（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
４
名
 

（
非
常
勤
可
）
 

常
時
６
名
 

※
虐

待
加

算
あ

り
 

（
子

ど
も

家
庭

支
援

員
に

お
け

る
常

時
配

置
の

考
え

方
の

一
例

）
 

  

・
配
置
基
準
２
名
の
拠
点
に
兼
任
職
員
４
名
（
拠
点
業
務

5
0
％
）
を
配
置
す
る
場
合
 

Ｏ
Ｋ

 
 

Ｎ
Ｇ

 
 

 
A
さ

ん
 

B
さ

ん
 

C
さ

ん
 

D
さ

ん
 

 
 

 
A
さ

ん
 

B
さ

ん
 

C
さ

ん
 

D
さ

ん
 

８ 時 間

 

午
前
 

 
 

 
 

 

８ 時 間

 

午
前
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
 

 
 

 
 

 

午
後
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

詳
細
は
注
を
参
照

1
3
 

⇒
兼
務
職
員
だ
か
ら

N
G
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
拠
点
職
員
と
し
て
の
常
時
配
置
に
な
っ
て
い
な
い
 

 
兼
任
職
員
が
結
果
的
に
専
任
・
常
勤

2
名
分

（
8
0
時
間
）
の
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
 

 
拠
点
で
求
め
る
の
は
、
「
拠
点
職
員
を
常
時
〇
名
配
置
」
な
の
で
、
兼
任
職
員
を
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
 

あ
ら
か
じ
め
拠
点
業
務
の
専
従
時
間
を
区
切
っ
て
、
常
時
〇
名
と
い
う
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。
 

・
な
お
他
の
具
体
的
な
例
示
（
4
パ
タ
ー
ン
）

3
に
つ
い
て
は

2
8
頁

参
照
 

 
 

２
 
支
援
拠
点
に
関
し
て
（
想
定
さ
れ
て
い
る
人
口
規
模
と
人
員
配
置
基
準
等
モ
デ
ル
）
 

5 
 ３

 
支

援
拠

点
を

開
設

す
る

場
合

の
関

係
機

関
 

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
青

）
と

の
関

係
、

要
対

協
（

紫
）

の
活

用
、

児
相

（
オ

レ
ン

ジ
）

と
の

関
係

 

 

※
厚

労
省

作
成

（
イ

メ
ー

ジ
図

）
 

※
自

治
体

ご
と

に
上

記
図

の
構

成
は

変
わ

り
う

る
。

地
域

ご
と

に
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

※
（

参
照

）
井

上
登

生
作

成
図

 
後

述
注

4
 

  次
項

以
降

で
以

下
⑴

～
⑸

に
つ

い
て

詳
解

す
る

。
 

(
1)

 子
育

て
世

代
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
(
利
用

者
支

援
事

業
(
母

子
保

健
型

)
)
と

の
関

係
 

（
6
・

7
頁

）
 

(
2)

 要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
活

用
 

（
8
頁

）
 

(
3)

 児
童

相
談

所
と

の
連

携
、

協
働

 
（

9
頁

）
 

(
4)

 地
域

の
関

係
機

関
、

地
域

に
お

け
る

各
種

協
議

会
等

と
の

連
携

 
（

1
0
頁

）
 

(
5)

 家
庭

児
童

相
談

室
と

の
関

係
 

（
1
0
頁

）
 

 
 

３
 
支
援
拠
点
を
開
設
す
る
場
合
の
関
係
機
関
 

5

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
 
 
 
5

2
0
1
9
/
0
4
/
0
3
 
 
 
1
0
:
2
3
:
0
5

6 
 

(
1
)
 
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
（

利
用

者
支

援
事

業
（

母
子

保
健

型
）
）

と
の

関
係

 

(
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
8
1
頁

、
要
綱

5
(
2
)
②
)
 

 

要
件

 
具

体
例

 

①
 

【
原

則
】
子

育
て

支
援

施
策

と
母

子
保

健
施

策
と

の
連

携
、

調
整

を
図

り
、

よ
り

効
果

的
な

支
援

に
つ

な
げ

る
た

め
に

、
同

一
の

機
関

が
、

支
援

拠
点

と
子

育
て

世
代

包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

２
つ

の
機

能
を

担
い

、
一

体
的

に

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

②
 

【
例

外
（
別

の
機

関
が

機
能

を
担

う
場

合
）
】
適

切
な

情
報

共
有

、
子

ど
も

の
発

達
段

階
・
家

庭
状

況
等

に
応

じ
た

連

携
対

応
。

継
続

支
援

が
行

え
る

体
制

整
備

（
漏

れ
を

防

止
の

た
め

に
担

う
べ

き
機

能
を

所
掌

事
務

等
で

明
確

化

す
る

な
ど

）
す

る
こ

と
。

 

下
記

①
～

④
を

総
合

考
慮

し
て

一
体

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る

か
が

判
断

さ
れ

る
。

 

①
 

ハ
ー

ド
面

：
同

一
建

物
・
同

一
窓

口
（
岩

国
市

）
 

②
 

ソ
フ

ト
面

：
指

揮
命

令
系

統
の

統
一

 

③
 

法
制

面
：
内

部
要

綱
・
要

領
等

で
一

体
化

に
つ

い
て

明

記
す

る
こ

と
 

④
 

情
報

面
：
情

報
共

有
の

定
式

化
 

例
え

ば
、

月
に

２
回

以
上

ケ
ー

ス
会

議
を

行
い

ケ
ー

ス
共

有

す
る

（
そ

の
後

の
役

割
分

担
）
等

の
定

め
を

設
け

て
い

る
。

 

 （
具

体
例

）
建

物
・
窓

口
の

面
で

も
、

ま
た

組
織

系
統

の
面

で

も
健

康
福

祉
部

内
の

組
織

と
し

て
一

体
化

連
携

を
図

る
例

（
加

賀
）
、

建
物

・
窓

口
の

面
で

の
一

体
性

は
な

い
が

、
頻

繁

に
行

き
来

し
て

連
携

を
行

っ
て

い
る

例
（
山

口
市

、
南

房
総

市
、

「
共

管
制

度
を

設
け

る
例

（
米

子
市

）
、

情
報

の
閲

覧
制

度
の

例
（
東

広
島

市
、

藤
枝

市
）
」
）
な

ど
。

 

 ◎【
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

を
一

体
的

に
運

営
す

る
際

の
役

割
分

担
や

効
果

的
な

連
携

方
策

】
に

つ
い

て
、

要
綱

記
載

事
項

を
上

記
要

件
及

び
具

体
例

に
ま

と
め

て
い

る
。

 

 
以

下
で

は
、
そ

の
後

の
関

係
閣

僚
会

議
決

定
（
「

効
果

的
な

連
携

方
策

や
一

体
的

に
運

営
す

る
際

の
役

割
分

担
」（

2
0
1
8（

Ｈ

3
0
）
年

7
月

2
0
日

決
定

）
及

び
「

一
体

的
運

用
が

で
き

る
よ

う
要

件
の

明
確

化
・
支

援
の

拡
充

に
よ

り
、
母

子
保

健
分

野

と
子

ど
も

家
庭

福
祉

分
野

の
連

携
を

強
化

し
、
切

れ
目

な
い

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
整

備
」（

2
0
1
9（

Ｈ
3
1
）
年

3
月

1
9
日

決
定

）
を

も
踏

ま
え

て
説

明
を

加
え

る
。

 

1．
【

一
体

的
に

運
営

す
る

際
の

役
割

分
担

】
（

考
え

方
）

 

①
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

と
支

援
拠

点
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
子
ど
も
や
家

庭
に
関

す
る
情

報
の
把
握
方

法
に
違
い
が
見
ら
れ
、

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

、
妊

娠
の

届
出

や
健

診
な

ど
の

母
子

保
健

分
野

に
お

け
る

情
報

収
集

に
強

み
が

あ
る

一
方

、
支

援
拠

点

で
は

、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

調
整

機
関

と
し

て
の

機
能

を
求

め
て

い
る

こ
と

か
ら

、
保

育
園

や
幼

稚
園

、
学

校

等
の

子
ど

も
に

関
わ

る
関

係
機

関
と

の
連

携
に

強
み

が
あ

り
、
支

援
拠

点
は

、
こ

う
し

た
関

係
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
、

支
援

が
必

要
な

対
象

者
を

把
握

す
る

こ
と

が
多

く
な

っ
て

い
る

。
 

支
援

セ
ン

タ
ー

と
支

援
拠

点
を

一
体

的
に

運
営

す
る

場
合

、
同

一
の

機
関
（

部
署

）
の

中
で

そ
れ

ぞ
れ

の
情

報
収

集
等

を

行
う

こ
と

と
な

り
、
情

報
の

共
有

が
よ

り
円

滑
に

な
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

が
、
要

保
護

児
童

、
要

支
援

児
童

、
特

定
妊

婦

に
係

る
情

報
を

把
握

し
た

場
合

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
速

や
か

に
、
支

援
拠

点
に

情
報

を
集

約
す

る
こ

と
と

し
、
支

援
拠

点

は
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
へ

の
ケ

ー
ス

登
録

を
行

い
、
当

該
地

域
協

議
会

を
活

用
し

、
関

係
者

間
で

協
議

の
上

、

関
係

機
関

の
適

切
な

連
携

の
下

で
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

②
[
役
割
分
担
（

例
）
]
小

規
模

自
治

体
で

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
支

援
拠

点
を

同
一

組
織

同
一

射
程

で
捉

え
る

自
治

体
も

多

(
1
)
 
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
利
用
者
支
援
事
業
（
母
子
保
健
型
）
）
と
の
関
係
 

7 
 い

が
、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

と
で

連
携

し
つ

つ
引

き
継

ぐ
形

の
制

度
設

計
を

行
う

自
治

体
は

、（
ⅰ

）
年

齢
基

準
と
（

ⅱ
）
虐

待
リ

ス
ク

の
程

度
基

準
と

い
う

、
二

つ
の

基
準

の
一

方
又

は
双

方
を

総
合

的
に

考
慮

し
て

役
割

分
担

を
行

い

引
き

継
い

で
い

る
。

ど
の

よ
う

に
切

れ
目

な
く

連
携

で
き

る
制

度
設

計
を

す
る

か
は

自
治

体
の

選
択

に
よ

る
。

 

③
[
設

置
過

程
]（

ⅰ
）
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

ま
ず

立
ち

上
げ

て
、
保

健
師

等
専

門
職

を
確

保
し

、
そ

の
後

こ
の

母
子

保
健

部
門

を
拡

張
し

て
支

援
拠

点
を

整
備

す
る

手
法

や
、（

ⅱ
）
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

を
一

体
の

も
の

と
し

て
立

ち

上
げ

る
手

法
、（

ⅲ
）
さ

ら
に

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

が
行

う
べ

き
業

務
を

所
掌

事
務
（

所
掌

規
則
・
規

程
等

）

に
落

と
し
込

ん
で
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

と
支

援
拠

点
の
重

な
る
部

分
と
引

き
継

ぐ
部

分
を
明

確
に
し
つ
つ
整

備
す
る
手

法
等

が
あ

げ
ら

れ
る

。
 

そ
れ

ぞ
れ

、
包

括
拡

充
型
（

鳥
取

市
、
千

歳
市

、
岩

国
市

等
）
、
包

括
・

拠
点

一
体

型
（

三
沢

市
・

広
島

県
が

進
め

よ
う

と
し

て
い

る
方

式
）
、

具
体
的

組
織

所
掌

落
と

し
込

み
型

（
涌

谷
町

等
）

と
い

う
形

で
参

考
に

な
ろ

う
。

 

2．
【

効
果

的
な

連
携

方
策

】
（

具
体

例
の

補
充

）
 

①
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

と
子

ど
も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の
連

携
を
強

化
す
る
た
め
の
具

体
的
方

策
と
し
て
は
、

同
一

の
機

関
や

同
一

の
場

所
で

実
施

す
る

こ
と

の
ほ

か
、（

ⅰ
）
両

機
関

を
統

括
す

る
責

任
者

を
配

置
す

る
こ

と
、（

ⅱ
）
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

お
け

る
情

報
共

有
の

ほ
か

、
両

機
関

の
定

期
連

絡
会

議
を

開
催

す
る

こ
と

、（
ⅲ

）
ケ

ー
ス

に
応

じ
て

、
両

機
関

が
家

庭
訪

問
や

面
談

等
を

共
同

し
て

実
施

す
る

こ
と

等
が

考
え

ら
れ

る
。
こ

う
し

た
取

組
に

よ
り

、
よ

り
効

果
的
・
効
率

的
で

、
か

つ
、
リ

ス
ク

の
程

度
に

応
じ

て
適

切
に

相
談

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

構
築

し
て

い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

②
[
具

体
的

な
連

携
の

工
夫

]制
度

化
し

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
上

記
具

体
例

に
お

い
て

、
ハ

ー
ド

面
、
ソ

フ
ト

面
、
法

制
面

、
情

報
面

の
四

つ
の

要
件

を
掲

げ
た

。
 

③
[
情

報
面

説
明

付
加
（

具
体

例
）
]
四

つ
目

の
情

報
面

に
お

い
て

、
さ

ら
に

説
明

を
加

え
る

と
、
シ

ス
テ

ム
上

相
互

に
情

報

閲
覧

が
で

き
る

と
い

う
自
治

体
や

、
児

童
虐

待
部

門
か

ら
は

保
健

部
門

の
健

康
カ

ル
テ

等
を

閲
覧

す
る

こ
と
が

可
能

で
あ
る

と
い
う
自

治
体

、
紙

ベ
ー

ス
で
定

期
的

に
ケ
ー

ス
の
や
り
取

り
を
し
て
い
る
な
ど
、自

治
体

ご
と
に
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 

た
だ

し
、
「

一
体

的
運

用
」

が
な

さ
れ

て
い

る
と

い
え

る
の

か
否

か
は

、
常

に
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

側
（

養
育

者
側

）

か
ら

評
価

す
る

必
要

が
あ

る
。
子

ど
も
側
（

養
育

者
側

）
か

ら
す
れ

ば
、
熱

心
な

担
当

者
の

時
だ

け
で

な
く

、
常

に
ア

ン
テ

ナ
が

張
ら

れ
必

要
な

支
援

が
継

続
的

に
な

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
く

、
そ

の
意

味
で

は
、
情

報
連

携
に

関
し

て
は

、
単

に
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

と
で

会
議

を
し

て
い
る

と
か

、
要

対
協

の
構

成
メ

ン
バ

ー
で

あ
る

と
い

う
だ
け

で
は

十
分
で

な
い

。
そ

の
会

議
は

、
担

当
者

が
変

わ
っ

て
も

定
例

的
に

行
わ

れ
る

と
い

う
よ

う
に
「

制
度

」
と

し
て

自
治

体
内

で
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

必
要

が
あ

ろ
う

。
 

④
[
ソ

フ
ト

面
説

明
付

加
（

具
体

例
）
]
ソ

フ
ト

面
の

連
携

の
具

体
例

と
し

て
追

加
説

明
を

し
て

お
く

。
指

揮
命

令
系

統
を

統

一
す

る
こ

と
が

連
携

と
し

て
は

明
確

で
あ

る
が

、
必

ず
し

も
指

揮
命

令
が

同
一

で
な

く
と

も
、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

と
で

、
ケ

ー
ス

対
応

で
同

行
し

て
一
体

的
な

業
務

遂
行

を
す

る
場

合
も

あ
ろ

う
。
し

か
し

、
果

た
し

て
自

分
の

仕
事

の

ど
真

ん
中

な
の

か
、
他

の
組

織
に

引
き

継
ぐ

べ
き

案
件
（

で
手

伝
っ

て
い

る
の

か
）
等

に
つ

い
て

組
織

間
同

士
で

の
共

通
認

識
を

チ
ー

ム
全

体
（

全
員

）
で

有
し

て
お

く
必

要
が

あ
ろ

う
。
そ

の
た

め
に

子
ど

も
福

祉
部

門
が

母
子

保
健

部
門

に
虐

待
の

見
立

て
の

研
修

を
行

っ
た
り

、
逆

に
保

健
部

門
が

子
ど
も

福
祉

部
門

に
医

学
的

な
知

見
を

伝
え
た

り
と

い
う
よ

う
な

日
常
の

仕
事

や
研

修
を

通
し

て
、

顔
が

見
え

る
関

係
を

作
っ

て
お

く
こ

と
が

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
と

な
ろ

う
。

 

そ
の

他
に

も
、

人
的

交
流
の

効
果

も
大

き
な

も
の

が
あ

る
。

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

と
支

援
拠

点
職

員
を

定
期

的
に

異

動
さ

せ
る

と
い

う
こ

と
を

し
て

い
る

自
治

体
が

あ
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
又

は
支

援
拠

点
の

動
き

方
も

想
定

で
き

る
の

で
、

バ
ト

ン
が

渡
し

や
す

く
な

り
、

よ
り

連
携

が
強

固
に

な
っ

た
と

の
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た

（
な

お
、

こ
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

報
告

書
と

一
体

の
も

の
で

あ
り

、
さ

ら
な

る
自

治
体

の
参

考
事

例
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
・

3
0
年

度
ヒ

ア
リ

ン
グ
報

告
書

参
照

の
こ

と
）。

 

(
1
)
 
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
利
用
者
支
援
事
業
（
母
子
保
健
型
）
）
と
の
関
係
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6 
 

(
1
)
 
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
（

利
用

者
支

援
事

業
（

母
子

保
健

型
）
）

と
の

関
係

 

(
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
8
1
頁

、
要
綱

5
(
2
)
②
)
 

 

要
件

 
具

体
例

 

①
 

【
原

則
】
子

育
て

支
援

施
策

と
母

子
保

健
施

策
と

の
連

携
、

調
整

を
図

り
、

よ
り

効
果

的
な

支
援

に
つ

な
げ

る
た

め
に

、
同

一
の

機
関

が
、

支
援

拠
点

と
子

育
て

世
代

包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

２
つ

の
機

能
を

担
い

、
一

体
的

に

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

②
 

【
例

外
（
別

の
機

関
が

機
能

を
担

う
場

合
）
】
適

切
な

情
報

共
有

、
子

ど
も

の
発

達
段

階
・
家

庭
状

況
等

に
応

じ
た

連

携
対

応
。

継
続

支
援

が
行

え
る

体
制

整
備

（
漏

れ
を

防

止
の

た
め

に
担

う
べ

き
機

能
を

所
掌

事
務

等
で

明
確

化

す
る

な
ど

）
す

る
こ

と
。

 

下
記

①
～

④
を

総
合

考
慮

し
て

一
体

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る

か
が

判
断

さ
れ

る
。

 

①
 

ハ
ー

ド
面

：
同

一
建

物
・
同

一
窓

口
（
岩

国
市

）
 

②
 

ソ
フ

ト
面

：
指

揮
命

令
系

統
の

統
一

 

③
 

法
制

面
：
内

部
要

綱
・
要

領
等

で
一

体
化

に
つ

い
て

明

記
す

る
こ

と
 

④
 

情
報

面
：
情

報
共

有
の

定
式

化
 

例
え

ば
、

月
に

２
回

以
上

ケ
ー

ス
会

議
を

行
い

ケ
ー

ス
共

有

す
る

（
そ

の
後

の
役

割
分

担
）
等

の
定

め
を

設
け

て
い

る
。

 

 （
具

体
例

）
建

物
・
窓

口
の

面
で

も
、

ま
た

組
織

系
統

の
面

で

も
健

康
福

祉
部

内
の

組
織

と
し

て
一

体
化

連
携

を
図

る
例

（
加

賀
）
、

建
物

・
窓

口
の

面
で

の
一

体
性

は
な

い
が

、
頻

繁

に
行

き
来

し
て

連
携

を
行

っ
て

い
る

例
（
山

口
市

、
南

房
総

市
、

「
共

管
制

度
を

設
け

る
例

（
米

子
市

）
、

情
報

の
閲

覧
制

度
の

例
（
東

広
島

市
、

藤
枝

市
）
」
）
な

ど
。

 

 ◎【
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

を
一

体
的

に
運

営
す

る
際

の
役

割
分

担
や

効
果

的
な

連
携

方
策

】
に

つ
い

て
、

要
綱

記
載

事
項

を
上

記
要

件
及

び
具

体
例

に
ま

と
め

て
い

る
。

 

 
以

下
で

は
、
そ

の
後

の
関

係
閣

僚
会

議
決

定
（
「

効
果

的
な

連
携

方
策

や
一

体
的

に
運

営
す

る
際

の
役

割
分

担
」（

2
0
1
8（

Ｈ

3
0
）
年

7
月

2
0
日

決
定

）
及

び
「

一
体

的
運

用
が

で
き

る
よ

う
要

件
の

明
確

化
・
支

援
の

拡
充

に
よ

り
、
母

子
保

健
分

野

と
子

ど
も

家
庭

福
祉

分
野

の
連

携
を

強
化

し
、
切

れ
目

な
い

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
整

備
」（

2
01

9（
Ｈ

31
）
年

3
月

1
9
日

決
定

）
を

も
踏

ま
え

て
説

明
を

加
え

る
。

 

1．
【

一
体

的
に

運
営

す
る

際
の

役
割

分
担

】
（

考
え

方
）

 

①
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

と
支

援
拠

点
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
子
ど
も
や
家

庭
に
関

す
る
情
報

の
把
握

方
法

に
違
い
が
見
ら
れ
、

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

、
妊

娠
の

届
出

や
健

診
な

ど
の

母
子

保
健

分
野

に
お

け
る

情
報

収
集

に
強

み
が

あ
る

一
方

、
支

援
拠

点

で
は

、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

調
整

機
関

と
し

て
の

機
能

を
求

め
て

い
る

こ
と

か
ら

、
保

育
園

や
幼

稚
園

、
学

校

等
の

子
ど

も
に

関
わ

る
関

係
機

関
と

の
連

携
に

強
み

が
あ

り
、
支

援
拠

点
は

、
こ

う
し

た
関

係
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
、

支
援

が
必

要
な

対
象

者
を

把
握

す
る

こ
と

が
多

く
な

っ
て

い
る

。
 

支
援

セ
ン

タ
ー

と
支

援
拠

点
を

一
体

的
に

運
営

す
る

場
合

、
同

一
の

機
関
（

部
署

）
の

中
で

そ
れ

ぞ
れ

の
情

報
収

集
等

を

行
う

こ
と

と
な

り
、
情

報
の

共
有

が
よ

り
円

滑
に

な
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

が
、
要

保
護

児
童

、
要

支
援

児
童

、
特

定
妊

婦

に
係

る
情

報
を

把
握

し
た

場
合

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
速

や
か

に
、
支

援
拠

点
に

情
報

を
集

約
す

る
こ

と
と

し
、
支

援
拠

点

は
、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
へ

の
ケ

ー
ス

登
録

を
行

い
、
当

該
地

域
協

議
会

を
活

用
し

、
関

係
者

間
で

協
議

の
上

、

関
係

機
関

の
適

切
な

連
携

の
下

で
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

②
[
役
割
分
担
（

例
）
]
小

規
模

自
治

体
で

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
支

援
拠

点
を

同
一

組
織

同
一

射
程

で
捉

え
る

自
治

体
も

多

(
1
)
 
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
利
用
者
支
援
事
業
（
母
子
保
健
型
）
）
と
の
関
係
 

7 
 い

が
、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

と
で

連
携

し
つ

つ
引

き
継

ぐ
形

の
制

度
設

計
を

行
う

自
治

体
は

、（
ⅰ

）
年

齢
基

準
と
（

ⅱ
）
虐

待
リ

ス
ク

の
程

度
基

準
と

い
う

、
二

つ
の

基
準

の
一

方
又

は
双

方
を

総
合

的
に

考
慮

し
て

役
割

分
担

を
行

い

引
き

継
い

で
い

る
。

ど
の

よ
う

に
切

れ
目

な
く

連
携

で
き

る
制

度
設

計
を

す
る

か
は

自
治

体
の

選
択

に
よ

る
。

 

③
[
設

置
過

程
]（

ⅰ
）
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

ま
ず

立
ち

上
げ

て
、
保

健
師

等
専

門
職

を
確

保
し

、
そ

の
後

こ
の

母
子

保
健

部
門

を
拡

張
し

て
支

援
拠

点
を

整
備

す
る

手
法

や
、（

ⅱ
）
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

を
一

体
の

も
の

と
し

て
立

ち

上
げ

る
手

法
、（

ⅲ
）
さ

ら
に

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

が
行

う
べ

き
業

務
を

所
掌

事
務
（

所
掌

規
則
・
規

程
等

）

に
落

と
し
込

ん
で
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

と
支

援
拠

点
の
重

な
る
部

分
と
引

き
継

ぐ
部

分
を
明

確
に
し
つ
つ
整

備
す
る
手

法
等

が
あ

げ
ら

れ
る

。
 

そ
れ

ぞ
れ

、
包

括
拡

充
型
（

鳥
取

市
、
千

歳
市

、
岩

国
市

等
）
、
包

括
・

拠
点

一
体

型
（

三
沢

市
・

広
島

県
が

進
め

よ
う

と
し

て
い

る
方

式
）
、

具
体
的

組
織

所
掌

落
と

し
込

み
型

（
涌

谷
町

等
）

と
い

う
形

で
参

考
に

な
ろ

う
。

 

2．
【

効
果

的
な

連
携

方
策

】
（

具
体

例
の

補
充

）
 

①
子

育
て
世

代
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー

と
子

ど
も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
の
連

携
を
強

化
す
る
た
め
の
具

体
的
方

策
と
し
て
は
、

同
一

の
機

関
や

同
一

の
場

所
で

実
施

す
る

こ
と

の
ほ

か
、（

ⅰ
）
両

機
関

を
統

括
す

る
責

任
者

を
配

置
す

る
こ

と
、（

ⅱ
）
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

お
け

る
情

報
共

有
の

ほ
か

、
両

機
関

の
定

期
連

絡
会

議
を

開
催

す
る

こ
と

、（
ⅲ

）
ケ

ー
ス

に
応

じ
て

、
両

機
関

が
家

庭
訪

問
や

面
談

等
を

共
同

し
て

実
施

す
る

こ
と

等
が

考
え

ら
れ

る
。
こ

う
し

た
取

組
に

よ
り

、
よ

り
効

果
的
・
効
率

的
で

、
か

つ
、
リ

ス
ク

の
程

度
に

応
じ

て
適

切
に

相
談

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

構
築

し
て

い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

②
[
具

体
的

な
連

携
の

工
夫

]制
度

化
し

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
上

記
具

体
例

に
お

い
て

、
ハ

ー
ド

面
、
ソ

フ
ト

面
、
法

制
面

、
情

報
面

の
四

つ
の

要
件

を
掲

げ
た

。
 

③
[
情

報
面

説
明

付
加
（

具
体

例
）
]
四

つ
目

の
情

報
面

に
お

い
て

、
さ

ら
に

説
明

を
加

え
る

と
、
シ

ス
テ

ム
上

相
互

に
情

報

閲
覧

が
で

き
る

と
い

う
自
治

体
や

、
児

童
虐

待
部

門
か

ら
は

保
健

部
門

の
健

康
カ

ル
テ

等
を

閲
覧

す
る

こ
と
が

可
能

で
あ
る

と
い
う
自

治
体

、
紙

ベ
ー

ス
で
定

期
的

に
ケ
ー

ス
の
や
り
取

り
を
し
て
い
る
な
ど
、自

治
体

ご
と
に
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 

た
だ

し
、
「

一
体

的
運

用
」

が
な

さ
れ

て
い

る
と

い
え

る
の

か
否

か
は

、
常

に
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

側
（

養
育

者
側

）

か
ら

評
価

す
る

必
要

が
あ

る
。
子

ど
も
側
（

養
育

者
側

）
か

ら
す
れ

ば
、
熱

心
な

担
当

者
の

時
だ

け
で

な
く

、
常

に
ア

ン
テ

ナ
が

張
ら

れ
必

要
な

支
援

が
継

続
的

に
な

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
く

、
そ

の
意

味
で

は
、
情

報
連

携
に

関
し

て
は

、
単

に
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

と
で

会
議

を
し

て
い
る

と
か

、
要

対
協

の
構

成
メ

ン
バ

ー
で

あ
る

と
い

う
だ
け

で
は

十
分
で

な
い

。
そ

の
会

議
は

、
担

当
者

が
変

わ
っ

て
も

定
例

的
に

行
わ

れ
る

と
い

う
よ

う
に
「

制
度

」
と

し
て

自
治

体
内

で
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

必
要

が
あ

ろ
う

。
 

④
[
ソ

フ
ト

面
説

明
付

加
（

具
体

例
）
]
ソ

フ
ト

面
の

連
携

の
具

体
例

と
し

て
追

加
説

明
を

し
て

お
く

。
指

揮
命

令
系

統
を

統

一
す

る
こ

と
が

連
携

と
し

て
は

明
確

で
あ

る
が

、
必

ず
し

も
指

揮
命

令
が

同
一

で
な

く
と

も
、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

支
援

拠
点

と
で

、
ケ

ー
ス

対
応

で
同

行
し

て
一
体

的
な

業
務

遂
行

を
す

る
場

合
も

あ
ろ

う
。
し

か
し

、
果

た
し

て
自

分
の

仕
事

の

ど
真

ん
中

な
の

か
、
他

の
組

織
に

引
き

継
ぐ

べ
き

案
件
（

で
手

伝
っ

て
い

る
の

か
）
等

に
つ

い
て

組
織

間
同

士
で

の
共

通
認

識
を

チ
ー

ム
全

体
（

全
員

）
で

有
し

て
お

く
必

要
が

あ
ろ

う
。
そ

の
た

め
に

子
ど

も
福

祉
部

門
が

母
子

保
健

部
門

に
虐

待
の

見
立

て
の

研
修

を
行

っ
た
り

、
逆

に
保

健
部

門
が

子
ど
も

福
祉

部
門

に
医

学
的

な
知

見
を

伝
え
た

り
と

い
う
よ

う
な

日
常
の

仕
事

や
研

修
を

通
し

て
、

顔
が

見
え

る
関

係
を

作
っ

て
お

く
こ

と
が

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
と

な
ろ

う
。

 

そ
の

他
に

も
、

人
的

交
流

の
効

果
も

大
き

な
も

の
が

あ
る

。
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
と

支
援

拠
点

職
員

を
定

期
的

に
異

動
さ

せ
る

と
い

う
こ

と
を

し
て

い
る

自
治

体
が

あ
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
又

は
支

援
拠

点
の

動
き

方
も

想
定

で
き

る
の

で
、

バ
ト

ン
が

渡
し

や
す

く
な

り
、

よ
り

連
携

が
強

固
に

な
っ

た
と

の
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た

（
な

お
、

こ
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

報
告

書
と

一
体

の
も

の
で

あ
り

、
さ

ら
な

る
自

治
体

の
参

考
事

例
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
・

3
0
年

度
ヒ

ア
リ

ン
グ
報

告
書

参
照

の
こ

と
）。

 

(
1
)
 
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
利
用
者
支
援
事
業
（
母
子
保
健
型
）
）
と
の
関
係
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ニ
ュ
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/
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1
0
:
2
3
:
0
6

8 
 

（
2
）
 
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
5
の

活
用

(
要
綱

5
(
2
)
①
 
8
頁

)
 

※
要

対
協

の
意

義
に

つ
き

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

2
2

頁
参

照
 

※
要

保
護

児
童

対
策

議
会

設
置

・
運

営
指

針
（
平

成
1
7

年
2

月
2
5

日
雇

児
発

0
2
2
5
0
0
1

号
参

照
）
 

※
地

域
の

関
係

機
関

を
ど

の
よ

う
に

し
て

見
つ

け
、

ど
う

し
た

ら
連

携
で

き
る

の
か

。
地

域
ご

と
に

そ
の

具
体

が
重

要
！

 

※
ど

の
よ

う
な

要
対

協
を

作
る

か
は

自
治

体
の

裁
量

！
（
デ

ザ
イ

ン
力

）
 

 
要

件
 

具
体

例
 

理
念

・
方

針
 

①
支

援
拠

点
が

要
対

協
の

連
絡

調
整

を
行

う
機

関
[要

保
護

児
童

対
策

調
整

機
関

]を
担

う
 

②
関

係
機

関
の

役
割

や
責

務
を

明
確

に
し

、
調

整
し

、
地

域
の

総
合

力
を

高
め

る
。

 

 ※
要

対
協

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活

用
す

る
た

め
に

は
 

①
作

り
込

み
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
と

②
運

用
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

両
面

が
あ

る
こ

と
を

担
当

者
が

意
識

す
る

。
 

・
要

対
協

を
活

用
（
要

対
協

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

8
つ

の
意

義
）
を

挙
げ

て
お

く
 

・
早

期
発

見
、

迅
速

な
支

援
開

始
、

関
係

機
関

の
情

報
共

有
、

役
割

分
担

の
共

通
理

解
、

そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
の

責
任

体
制

、
支

援
受

け
る

側
の

メ
リ
ッ

ト
、

機
関

間
の

限
界

・
分

か
ち

合
い

 

→
こ

れ
ら

に
つ

い
て

の
共

通
認

識
を

も
つ

機
会

を
有

す
る

。
 

連
絡

調
整

 
支

援
拠

点
が

要
対

協
関

係
機

関
と

の
間

で
情

報

交
換

・
共

有
や

支
援

内
容

の
協

議
等

連
絡

調
整

を
密

に
行

う
調

整
機

関
（
事

務
局

）
の

役
割

を
果

た
す

。
 

単
な

る
情

報
伝

達
の

み
で

は
な

く
、

個
別

ケ
ー

ス
の

見
立

て
や

評
価

、
役

割
分

担
と

行
動

の
具

体
に

つ
い

て
話

し
合

わ
れ

て
い

る
か

。
 

・
そ

の
司

令
塔

と
し

て
の

役
割

を
拠

点
が

果
た

し
て

い

る
か

。
 

運
営

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

常
に

子
ど

も
の

権
利

を
意

識
し

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

支
援

計
画

を
共

有
し

、
す

べ
て

の
機

関
に

お
い

て
、

子
ど

も
の

権
利

擁
護

の
考

え
を

浸
透

さ
せ

、

そ
れ

に
基

づ
く

評
価

を
行

う
。

 

子
ど

も
の

権
利

を
第

一
と

し
た

理
念

を
共

有
で

き
て

い
る

か
。

常
に

か
か

る
理

念
に

立
ち

戻
る

会
議

指
針

を
共

有
す

る
工

夫
が

な
さ

れ
て

い
る

か
。

 

※
連

携
の

具
体

的
方

法
を

学
ぶ

こ
と

が
必

要
（誰

に
連

絡
す

れ
ば

よ
い

の
か

を
知

っ
て

い
る

こ
と

の
重

要
性

） 

 
更

な
る

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
 

①
要

対
協

の
構

成
員

の
メ

ン
バ

ー
の

選
定

、
拡

大
・
充

実
等

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
っ

て
い

る
か

。
 

※
要

対
協

の
構

成
メ

ン
バ

ー
は

変
更

で
き

な
い

と
地

域
団

体
に

誤
っ

た
説

明
を

し
て

い
る

自
治

体
が

あ
る

。
 

ど
の

団
体

・
機

関
を

構
成

メ
ン

バ
ー

に
す

る
か

は
地

域
で

考
え

る
べ

き
事

項
で

あ
る

（
作

り
込

み
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）
。

 

[具
体

例
]子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

部
門

の
参

加
（
予

定
）
(藤

枝
市

)、
地

域
の

弁
護

士
加

入
に

よ
り

法
的

ア
ド

バ
イ

ス
有

効

（
玉

野
市

）
、

地
域

の
大

学
病

院
、

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
等

と
医

療
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

部
会

設
置

（
文

京
区

）
 

②
要

対
協

で
ど

の
よ

う
な

案
件

を
扱

い
、

何
を

決
め

る
の

か
に

つ
い

て
、

要
綱

等
で

明
確

に
し

て
い

る
か

。
 

③
要

対
協

に
お

け
る

関
係

機
関

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
や

相
互

理
解

を
進

め
て

い
る

か
。

要
対

協
主

催
に

よ
る

教
育

部
門

（
生

徒

指
導

・
養

護
等

）
と

の
合

同
研

修
会

の
開

催
(藤

枝
市

) 

④
情

報
共

有
の

範
囲

及
び

限
界

に
つ

い
て

も
関

係
機

関
間

で
協

議
し

て
い

る
か

。
 

⑤
毎

年
、

年
度

替
わ

り
に

は
新

構
成

員
に

対
し

て
機

能
の

周
知

を
す

る
た

め
、

研
修

の
定

例
化

が
で

き
る

と
よ

い
（
大

田
区

）
 

⑥
拠

点
に

よ
る

要
対

協
の

動
か

し
方

の
明

確
化

 

[論
点

] 
広

げ
れ

ば
よ

い
の

か
？

、
民

間
を

入
れ

る
こ

と
、

当
事

者
を

入
れ

る
こ

と
は

？
 

守
秘

義
務

の
範

囲
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

る
か

？
 

※
[市

町
村

虐
待

対
応

担
当

窓
口

等
の

状
況

調
査

]（
H

2
9

年
度

）
 

 
全

国
で

1
0
6

市
町

村
1
1
4

か
所

に
支

援
拠

点
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

設
置

運
営

要
綱

の
基

準
を

満
た

す
支

援
拠

点
（
6
6

市
町

村
6
7

か
所

）
の

う
ち

、
兼

任
す

る
機

関
（
役

割
）
は

要
保

護
児

童
対

策

調
整

機
関

が
最

も
多

く
（
6
7

か
所

、
1
0
0
％

）
、

次
い

で
家

庭
児

童
相

談
室

（
4
6

か
所

、
6
8
.7

％
）
と

な
っ

て
い

る
。

(厚
労

省
) 

(
2
)
 
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
活
用
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(
3
)
 
児

童
相

談
所

と
の

連
携

、
協

働
(
要

綱
4
(
3
)
②
 
6
頁

)
 

※
【
重

要
な

理
解

】
 

・
児

相
と

支
援

拠
点

は
上

下
関

係
で

な
く

、
ま

た
児

相
が

支
援

拠
点

に
指

揮
命

令
を

す
る

関
係

に
あ

る
も

の
で

は
な

い
。

 

・
児

相
の

ケ
ー

ス
終

結
が

即
支

援
拠

点
で

の
支

援
終

結
と

は
な

ら
な

い
。

支
援

拠
点

と
し

て
地

域
で

継
続

的
支

援
す

る
理

由
と

手
法

が
あ

る
。

 

 
要

件
 

具
体

例
 

理
念

と
方

針
 

個
々

の
ケ

ー
ス

の
状

況
等

に
よ

り
、

役

割
分

担
・
連

携
を

図
り

つ
つ

、
常

に
協

働
し

て
支

援
を

行
う

 

・
連

携
の

具
体

論
を

詰
め

て
い

る
か

。
 

・
下

記
定

期
的

な
報

告
の

機
会

を
双

方
設

定
し

て
い

る
か

。
 

（
例

）
要

対
協
専

門
部

会
(
月

1
回

)
に

お
い

て
情

報
を

共
有

し
て

い
る

。
ま

た
、
必

要
に

応
じ

て
個

別
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

情
報

交
換

を
行

っ
て

い
る

。
 

定
例

連
絡

 

調
整

 

定
例

的
に

情
報

交
換

や
連

絡
調

整
の

機
会

を
設

け
、

日
頃

か
ら

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
 

・
案

件
の

緊
急

度
を

見
立

て
て

連
絡

調
整

の
日

を
決

め
て

い
る

か
。

 

・
次

回
日

程
を

必
ず

決
め

て
い

る
か

。
 

主
担

当
決

め

責
任

の
所

在
 

必
ず

主
担

当
機

関
を

定
め

、
責

任
を

明

確
に

す
る

。
緊

密
な

連
携

の
も

と
に

援

助
又

は
支

援
を

行
う

（
ケ

ー
ス

対
応

に

関
す

る
共

通
理

解
や

問
題

認
識

の
共

有
、

円
滑

な
情

報
共

有
）
 

・
ど

の
機

関
が

何
を

す
る

か
の

具
体

論
を

決
め

て
い

る
か

。
 

・
そ

の
決

定
は

担
当

者
が

決
め

た
こ

と
か

、
組

織
と

し
て

の
決

定

な
の

か
確

認
す

る
（
文

京
区

）
 

見
立

て
の

 

見
直

し
 

ケ
ー

ス
対

応
で

相
互

の
意

見
が

違
っ

た

と
き

に
、

ケ
ー

ス
の

客
観

的
な

見
立

て

の
見

直
し

を
行

う
。

 

・
当

初
か

ら
見

立
て

の
食

い
違

い
が

生
じ

る
こ

と
を

想
定

し
て

見

直
し

の
機

会
を

設
定

し
て

い
る

か
。

 

・
地

域
へ

の
復

帰
な

ど
の

場
合

に
は

、
ど

の
関

係
機

関
を

支
援

機
関

と
す

る
か

に
つ

い
て

も
現

状
の

子
ど

も
の

様
子

を
共

有
し

て
決

め
て

い
る

か
。

 

・
見

立
て

の
相

違
が

あ
る

場
合

は
、

双
方

の
立

場
で

判
断

し
た

安
全

最
優

先
の

支
援

を
実

行
し

な
が

ら
、

並
行

し
て

協
議

を
す

す
め

て
い

る
か

（
大

田
区

）
 

  
更

な
る

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
 

①
情

報
の

引
継

ぎ
の

重
要

性
を

児
相

に
伝

え
、

そ
の

認
識

の
も

と
で

詳
細

か
つ

丁
寧

な
地

域
で

の
対

応
方

針
を

共
有

し
つ

つ
、

行
動

す
る

。
 

②
虐

待
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
活

用
や

連
携

技
術

研
修

を
企

画
し

、
各

機
関

に
向

け
て

講
師

派
遣

す
る

と
よ

い
（
大

田
区

）
 

③
[児

相
と

の
役

割
分

担
と

連
携

]児
相

と
の

連
携

強
化

に
つ

い
て

は
、
（
措

置
解

除
前

も
含

め
て

）
実

施
で

き
て

い
な

い

と
の

自
治

体
が

相
当

数
の

基
礎

自
治

体
か

ら
あ

げ
ら

れ
る

。
児

相
側

か
ら

の
一

方
的

な
連

絡
・

方
針

伝
達

だ
け

で
な

く
、

基
礎

自
治

体
側

の
声

を
聞

く
機

会
を

児
相

側
が

設
け

る
必

要
が

あ
ろ

う
。

 

④
市

町
と

児
相

と
の

間
の

共
通

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
青

森
県

、
静

岡
県

、
奈

良
県

等
）

 

 ※
市

側
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

よ
し

と
し

て
使

え
る

も
の

で
あ

る
か

が
ポ

イ
ン

ト
 

 
(
3
)
 
児
童
相
談
所
と
の
連
携
、
協
働
 

8

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
 
 
 
8

2
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4
/
0
3
 
 
 
1
0
:
2
3
:
0
7

271

112775-H30調査研究報告書.indd   271 2019/04/03   10:58:33



8 
 

（
2
）
 
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
5
の

活
用

(
要
綱

5
(
2
)
①
 
8
頁

)
 

※
要

対
協

の
意

義
に

つ
き

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

2
2

頁
参

照
 

※
要

保
護

児
童

対
策

議
会

設
置

・
運

営
指

針
（
平

成
1
7

年
2

月
2
5

日
雇

児
発

0
2
2
5
0
0
1

号
参

照
）
 

※
地

域
の

関
係

機
関

を
ど

の
よ

う
に

し
て

見
つ

け
、

ど
う

し
た

ら
連

携
で

き
る

の
か

。
地

域
ご

と
に

そ
の

具
体

が
重

要
！

 

※
ど

の
よ

う
な

要
対

協
を

作
る

か
は

自
治

体
の

裁
量

！
（
デ

ザ
イ

ン
力

）
 

 
要

件
 

具
体

例
 

理
念

・
方

針
 

①
支

援
拠

点
が

要
対

協
の

連
絡

調
整

を
行

う
機

関
[要

保
護

児
童

対
策

調
整

機
関

]を
担

う
 

②
関

係
機

関
の

役
割

や
責

務
を

明
確

に
し

、
調

整
し

、
地

域
の

総
合

力
を

高
め

る
。

 

 ※
要

対
協

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活

用
す

る
た

め
に

は
 

①
作

り
込

み
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
と

②
運

用
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

両
面

が
あ

る
こ

と
を

担
当

者
が

意
識

す
る

。
 

・
要

対
協

を
活

用
（
要

対
協

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

8
つ

の
意

義
）
を

挙
げ

て
お

く
 

・
早

期
発

見
、

迅
速

な
支

援
開

始
、

関
係

機
関

の
情

報
共

有
、

役
割

分
担

の
共

通
理

解
、

そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
の

責
任

体
制

、
支

援
受

け
る

側
の

メ
リ
ッ

ト
、

機
関

間
の

限
界

・
分

か
ち

合
い

 

→
こ

れ
ら

に
つ

い
て

の
共

通
認

識
を

も
つ

機
会

を
有

す
る

。
 

連
絡

調
整

 
支

援
拠

点
が

要
対

協
関

係
機

関
と

の
間

で
情

報

交
換

・
共

有
や

支
援

内
容

の
協

議
等

連
絡

調
整

を
密

に
行

う
調

整
機

関
（
事

務
局

）
の

役
割

を
果

た
す

。
 

単
な

る
情

報
伝

達
の

み
で

は
な

く
、

個
別

ケ
ー

ス
の

見
立

て
や

評
価

、
役

割
分

担
と

行
動

の
具

体
に

つ
い

て
話

し
合

わ
れ

て
い

る
か

。
 

・
そ

の
司

令
塔

と
し

て
の

役
割

を
拠

点
が

果
た

し
て

い

る
か

。
 

運
営

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

常
に

子
ど

も
の

権
利

を
意

識
し

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

支
援

計
画

を
共

有
し

、
す

べ
て

の
機

関
に

お
い

て
、

子
ど

も
の

権
利

擁
護

の
考

え
を

浸
透

さ
せ

、

そ
れ

に
基

づ
く

評
価

を
行

う
。

 

子
ど

も
の

権
利

を
第

一
と

し
た

理
念

を
共

有
で

き
て

い
る

か
。

常
に

か
か

る
理

念
に

立
ち

戻
る

会
議

指
針

を
共

有
す

る
工

夫
が

な
さ

れ
て

い
る

か
。

 

※
連

携
の

具
体

的
方

法
を

学
ぶ

こ
と

が
必

要
（誰

に
連

絡
す

れ
ば

よ
い

の
か

を
知

っ
て

い
る

こ
と

の
重

要
性

） 

 
更

な
る

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
 

①
要

対
協

の
構

成
員

の
メ

ン
バ

ー
の

選
定

、
拡

大
・
充

実
等

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
っ

て
い

る
か

。
 

※
要

対
協

の
構

成
メ

ン
バ

ー
は

変
更

で
き

な
い

と
地

域
団

体
に

誤
っ

た
説

明
を

し
て

い
る

自
治

体
が

あ
る

。
 

ど
の

団
体

・
機

関
を

構
成

メ
ン

バ
ー

に
す

る
か

は
地

域
で

考
え

る
べ

き
事

項
で

あ
る

（
作

り
込

み
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）
。

 

[具
体

例
]子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

部
門

の
参

加
（
予

定
）
(藤

枝
市

)、
地

域
の

弁
護

士
加

入
に

よ
り

法
的

ア
ド

バ
イ

ス
有

効

（
玉

野
市

）
、

地
域

の
大

学
病

院
、

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
等

と
医

療
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

部
会

設
置

（
文

京
区

）
 

②
要

対
協

で
ど

の
よ

う
な

案
件

を
扱

い
、

何
を

決
め

る
の

か
に

つ
い

て
、

要
綱

等
で

明
確

に
し

て
い

る
か

。
 

③
要

対
協

に
お

け
る

関
係

機
関

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
や

相
互

理
解

を
進

め
て

い
る

か
。

要
対

協
主

催
に

よ
る

教
育

部
門

（
生

徒

指
導

・
養

護
等

）
と

の
合

同
研

修
会

の
開

催
(藤

枝
市

) 

④
情

報
共

有
の

範
囲

及
び

限
界

に
つ

い
て

も
関

係
機

関
間

で
協

議
し

て
い

る
か

。
 

⑤
毎

年
、

年
度

替
わ

り
に

は
新

構
成

員
に

対
し

て
機

能
の

周
知

を
す

る
た

め
、

研
修

の
定

例
化

が
で

き
る

と
よ

い
（
大

田
区

）
 

⑥
拠

点
に

よ
る

要
対

協
の

動
か

し
方

の
明

確
化

 

[論
点

] 
広

げ
れ

ば
よ

い
の

か
？

、
民

間
を

入
れ

る
こ

と
、

当
事

者
を

入
れ

る
こ

と
は

？
 

守
秘

義
務

の
範

囲
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

る
か

？
 

※
[市

町
村

虐
待

対
応

担
当

窓
口

等
の

状
況

調
査

]（
H

2
9

年
度

）
 

 
全

国
で

1
0
6

市
町

村
1
1
4

か
所

に
支

援
拠

点
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

設
置

運
営

要
綱

の
基

準
を

満
た

す
支

援
拠

点
（
6
6

市
町

村
6
7

か
所

）
の

う
ち

、
兼

任
す

る
機

関
（
役

割
）
は

要
保

護
児

童
対

策

調
整

機
関

が
最

も
多

く
（
6
7

か
所

、
1
0
0
％

）
、

次
い

で
家

庭
児

童
相

談
室

（
4
6

か
所

、
6
8
.7

％
）
と

な
っ

て
い

る
。

(厚
労

省
) 

(
2
)
 
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
活
用
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(
3
)
 
児

童
相

談
所

と
の

連
携

、
協

働
(
要

綱
4
(
3
)
②
 
6
頁

)
 

※
【
重

要
な

理
解

】
 

・
児

相
と

支
援

拠
点

は
上

下
関

係
で

な
く

、
ま

た
児

相
が

支
援

拠
点

に
指

揮
命

令
を

す
る

関
係

に
あ

る
も

の
で

は
な

い
。

 

・
児

相
の

ケ
ー

ス
終

結
が

即
支

援
拠

点
で

の
支

援
終

結
と

は
な

ら
な

い
。

支
援

拠
点

と
し

て
地

域
で

継
続

的
支

援
す

る
理

由
と

手
法

が
あ

る
。

 

 
要

件
 

具
体

例
 

理
念

と
方

針
 

個
々

の
ケ

ー
ス

の
状

況
等

に
よ

り
、

役

割
分

担
・
連

携
を

図
り

つ
つ

、
常

に
協

働
し

て
支

援
を

行
う

 

・
連

携
の

具
体

論
を

詰
め

て
い

る
か

。
 

・
下

記
定

期
的

な
報

告
の

機
会

を
双

方
設

定
し

て
い

る
か

。
 

（
例

）
要

対
協
専

門
部

会
(
月

1
回

)
に

お
い

て
情

報
を

共
有

し
て

い
る

。
ま

た
、
必

要
に

応
じ

て
個

別
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

情
報

交
換

を
行

っ
て

い
る

。
 

定
例

連
絡

 

調
整

 

定
例

的
に

情
報

交
換

や
連

絡
調

整
の

機
会

を
設

け
、

日
頃

か
ら

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
 

・
案

件
の

緊
急

度
を

見
立

て
て

連
絡

調
整

の
日

を
決

め
て

い
る

か
。

 

・
次

回
日

程
を

必
ず

決
め

て
い

る
か

。
 

主
担

当
決

め

責
任

の
所

在
 

必
ず

主
担

当
機

関
を

定
め

、
責

任
を

明

確
に

す
る

。
緊

密
な

連
携

の
も

と
に

援

助
又

は
支

援
を

行
う

（
ケ

ー
ス

対
応

に

関
す

る
共

通
理

解
や

問
題

認
識

の
共

有
、

円
滑

な
情

報
共

有
）
 

・
ど

の
機

関
が

何
を

す
る

か
の

具
体

論
を

決
め

て
い

る
か

。
 

・
そ

の
決

定
は

担
当

者
が

決
め

た
こ

と
か

、
組

織
と

し
て

の
決

定

な
の

か
確

認
す

る
（
文

京
区

）
 

見
立

て
の

 

見
直

し
 

ケ
ー

ス
対

応
で

相
互

の
意

見
が

違
っ

た

と
き

に
、

ケ
ー

ス
の

客
観

的
な

見
立

て

の
見

直
し

を
行

う
。

 

・
当

初
か

ら
見

立
て

の
食

い
違

い
が

生
じ

る
こ

と
を

想
定

し
て

見

直
し

の
機

会
を

設
定

し
て

い
る

か
。

 

・
地

域
へ

の
復

帰
な

ど
の

場
合

に
は

、
ど

の
関

係
機

関
を

支
援

機
関

と
す

る
か

に
つ

い
て

も
現

状
の

子
ど

も
の

様
子

を
共

有
し

て
決

め
て

い
る

か
。

 

・
見

立
て

の
相

違
が

あ
る

場
合

は
、

双
方

の
立

場
で

判
断

し
た

安
全

最
優

先
の

支
援

を
実

行
し

な
が

ら
、

並
行

し
て

協
議

を
す

す
め

て
い

る
か

（
大

田
区

）
 

  
更

な
る

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
 

①
情

報
の

引
継

ぎ
の

重
要

性
を

児
相

に
伝

え
、

そ
の

認
識

の
も

と
で

詳
細

か
つ

丁
寧

な
地

域
で

の
対

応
方

針
を

共
有

し
つ

つ
、

行
動

す
る

。
 

②
虐

待
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
活

用
や

連
携

技
術

研
修

を
企

画
し

、
各

機
関

に
向

け
て

講
師

派
遣

す
る

と
よ

い
（
大

田
区

）
 

③
[ 児

相
と

の
役

割
分

担
と

連
携

]児
相

と
の

連
携

強
化

に
つ

い
て

は
、
（
措

置
解

除
前

も
含

め
て

）
実

施
で

き
て

い
な

い

と
の

自
治

体
が

相
当

数
の

基
礎

自
治

体
か

ら
あ

げ
ら

れ
る

。
児

相
側

か
ら

の
一

方
的

な
連

絡
・

方
針

伝
達

だ
け

で
な

く
、

基
礎

自
治

体
側

の
声

を
聞

く
機

会
を

児
相

側
が

設
け

る
必

要
が

あ
ろ

う
。

 

④
市

町
と

児
相

と
の

間
の

共
通

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
青

森
県

、
静

岡
県

、
奈

良
県

等
）

 

 ※
市

側
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

よ
し

と
し

て
使

え
る

も
の

で
あ

る
か

が
ポ

イ
ン

ト
 

 
(
3
)
 
児
童
相
談
所
と
の
連
携
、
協
働
 

9

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
 
 
 
9

2
0
1
9
/
0
4
/
0
3
 
 
 
1
0
:
2
3
:
0
8

10
 

 

(
4
)
 
地

域
の

関
係

機
関

、
地

域
に

お
け
る

各
種

協
議

会
等

と
の

連
携

(
要
綱

4
(
3
)
③

 
7
頁
)
 

支
援

拠
点

で
は

、
自

ら
の

自
治

体
の

様
々

な
関

係
機

関
を

子
ど

も
の

命
を

救
う

た
め

に
つ

な
げ

る
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
機

能

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 
 

 
 

[問
]
 

地
域

に
ど

ん
な

機
関

や
資

源
が

あ
り

、
連

絡
先

を
知

っ
て

い
る

だ
ろ

う
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
担

当
者

を
ど

れ
ぐ

ら
い

知
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
。

 
 
 

 
 

[問
]
 

拠
点

に
お

け
る

日
々

の
仕

事
の

中
で

又
は

、
研

修
等

で
確

認
し

、
顔

見
知

り
に

な
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
 

 

(
5
)
 
家

庭
児

童
相

談
室

と
の

関
係

(
要

綱
5
(
2
)
④
 
9
頁

)
 

支
援

拠
点

は
、

福
祉

事
務

所
の

家
庭

児
童

福
祉

に
関

す
る

専
門

的
技

術
を

必
要

と
す

る
相

談
指

導
業

務
を

行
う

既
存

の

家
庭

児
童

相
談

室
の

機
能

を
包

含
し

て
い

る
。

 
 

 
→

家
児

相
を

核
と

し
た

拠
点

整
備

が
想

定
さ

れ
る

（
（
例

）
山

口
市

、
岩

国
市

、
東

広
島

市
）
。

 

 

関
連

機
関

 
※

具
体

的
な

機
関

と
し

て
は

次
の

よ
う

な
機

関
が

あ
げ

ら
れ

る
。

 

子
ど

も
の

権
利

を
守

る
た

め
の

支
援

業
務

を
円

滑
か

つ
効

率
的

に
実

施
す

る
た

め
に

、
 

保
健

所
、

市
町

村
保

健
セ

ン
タ

ー
、

民
生

委
員

・児
童

委
員

（主
任

児
童

委
員

）、
教

育
委

員
会

、
学

校
、

医
療

機

関
、

幼
保

連
携

型
認

定
こ

ど
も

園
、

児
童

福
祉

施
設

・里
親

、
養

子
縁

組
家

庭
、

地
域

子
ど

も
・子

育
て

支
援

事
業

実
施

機
関

、
障

害
児

・者
相

談
支

援
事

業
所

、
障

害
児

通
所

支
援

事
業

所
、

発
達

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
、

子
ど

も
・若

者
総

合
相

談
セ

ン
タ

ー
、

地
域

若
者

サ
ポ

ー
ト
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

、
警

察
、

少
年

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
、

子
ど

も
・

若
者

支
援

地
域

協
議

会
、

（
地

域
自

立
支

援
）
協

議
会

そ
の

他
地

域
の

関
係

機
関

、
地

域
に

お
け

る
各

種
協

議

会
等

 

留
意

事
項

 
特

に
民

間
団

体
と

の
間

に
お

い
て

は
、

協
定

を
締

結
す

る
等

に
し

て
、

個
人

情
報

の
管

理
の

徹
底

に
つ

い
て

意
識

し
つ

つ
も

、
積

極
的

な
情

報
の

や
り

取
り

を
行

う
よ

う
に

し
て

支
援

の
形

の
多

様
化

を
図

っ
て

い
る

か
。

 

 
更

な
る

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
 

①
 
開

拓
し

、
そ

れ
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
6
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

 

[論
点

]支
援

拠
点

は
、

3
6
5

日
、

2
4

時
間

開
設

し
て

い
る

も
の

で
は

な
い

。
し

か
し

、
子

ど
も

が
日

常
生

活
を

送
る

と
い

う
こ

と

は
、

3
6
5

日
、

2
4

時
間

対
応

が
必

要
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
そ

の
視

点
を

忘
れ

て
は

な
ら

な
い

。
そ

の
意

味
で

は
中

津

市
、

別
府

市
に

お
け

る
児

童
養

護
施

設
と

市
の

支
援

拠
点

と
の

連
携

の
取

組
に

注
目

し
た

い
。
 

②
 
上

記
で

掲
げ

た
関

係
機

関
の

他
に

も
当

該
地

域
の

子
ど

も
に

関
わ

る
機

関
や

団
体

と
積

極
的

に
連

携
を

行
っ

て
い

る
か

。
 

③
 
支

援
に

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

児
童

福
祉

に
携

わ
る

市
民

と
合

同
で

勉
強

会
を

行
い

、
実

施
団

体
と

な
る

N
P
O
法

人
立

ち
上

げ
を

支
援

し
（

子
ど

も
育

成
支

援
事

業
）
、

ま
た

、
社

会
福

祉
法

人
の

社
会

貢
献

事
業

に
メ

ニ

ュ
ー

を
提

供
す

る
（

子
ど

も
食

堂
等

）
（
藤

枝
市

）
。

水
道

、
新

聞
組

合
、

東
京

ガ
ス

、
地

域
N
P
O
団

体
と

の
間

で

お
せ

っ
か

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

立
ち

上
げ

て
(
要

綱
)
、

見
守

り
と

連
絡

会
を

設
け

て
い

る
（

文
京

区
）。

 

④
 
障

害
児

・
者

支
援

団
体

と
の

連
携

（
2
0
1
9
.
3
.
1
9
「

児
童

虐
待

防
止

対
策

の
抜

本
的

強
化

に
つ

い
て

」
２

児
童

虐

待
の

発
生

予
防

・
早

期
発

見
⑩

障
害

の
あ

る
子

ど
も

と
そ

の
保

護
者

へ
の

支
援

の
強

化
）

 

⑤
 
ひ

と
り

親
家

庭
支

援
団

体
と

の
連

携
（

世
田

谷
区

）
 

⑥
 
相

談
対

応
メ

ニ
ュ

ー
と

し
て

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

だ
け

で
な

く
、

ア
ー

ト
と

福
祉

の
連

携
の

例
7
な

ど
 

 (
4
)
 
地
域
の
関
係
機
関
、
地
域
に
お
け
る
各
種
協
議
会
等
と
の
連
携
 

(
5
)
 
家
庭
児
童
相
談
室
と
の
関
係
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 第
３

 
支

援
拠

点
［

詳
論

（
要

件
・

具
体

例
・

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
例

）
］
 

１
 
拠
点
に
関
す
る
自
治
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
【
問
い
】
と
【
回
答
】
 

問
１

 
支

援
拠

点
「

整
備

」
と

は
ど

う
い

う
状

態
を

い
う

の
か

？
 

回
答

 
 

①
上

記
、

支
援

拠
点

の
機

能
（

定
義

・
意

義
・

役
割

）（
3頁

参
照

）
 

②
支

援
拠

点
の

法
的

位
置

付
け

を
明

確
に

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
（

12
頁

参
照

）。
 

③
支

援
拠

点
の

四
業

務
を

行
っ

て
い

る
（

12
頁

参
照

）
 

問
２

 
支

援
拠

点
を

整
備

す
る

メ
リ

ッ
ト

は
ど

こ
に

あ
る

の
か

？
 

回
答

 
①

メ
リ

ッ
ト

と
は

、子
ど

も
の

視
点

、
住

民
の

視
点

か
ら

考
え

る
必

要
が

あ
る

。現
状

の
体

制
で

子
ど

も
の

命
を

守
れ

る
の

か
、

守
れ

な
い

と
し

た
ら

ど
う

や
っ

て
組

織
を

補
充
す

る
か

が
ポ

イ
ン

ト
 

②
こ

れ
ま

で
基

礎
自

治
体

の
予

算
内

で
し

か
虐

待
対

応
の

充
実

が
で

き
な

か
っ

た
が

、国
の

補
助

金
を

活
用

し
虐

待
対

応
組

織
の

充
実

が
図

れ
た

（
そ

の
分

他
の

施
策

に
支

出
で

き
た

。）
。

 
③

子
ど

も
の

発
達

や
虐

待
対

応
の

知
見

を
有

す
る

の
専

門
家

を
確

保
す

る
こ

と
に

よ
り

、専
門

的
知

見
に

基
づ

く
支

援
対

応
が

で
き

、
そ

れ
に

よ
り

、
チ

ー
ム

の
他

の
担

当
者

の
物

理
的

・
精

神
的

負
担

が
減

り
、

全
体

が
安

心
し

て
仕

事
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
④

人
的

配
置

基
準

に
よ

り
、個

人
で

な
く

、チ
ー

ム
支

援
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た（
組

織
と

し
て

の
意

思
決

定・
組

織
責

任
の

強
調

）。
 

問
３

 
支

援
拠

点
を

整
備

す
る

過
程

で
役

立
っ

た
こ

と
？

 

回
答

 
①

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

が
先

行
し

有
資

格
者

等
も

そ
ろ

っ
て

い
た

の
で

速
や

か
に

設
置

（
千

歳
市

・
岩

国
市

）
 

②
地

域
の

医
師

会
、

医
療

機
関

、
弁

護
士

等
の

協
力

（
総

社
市

・
中

津
市

）
 

③
市

⻑
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
（

加
賀

市
・

杵
築

市
・

宗
像

市
（

子
ど

も
の

命
・

権
利

擁
護

の
意

識
））

 
④

国
の

人
員

配
置

基
準

が
通

知
さ

れ
、そ

れ
に

基
づ

く
自

治
体

が
要

綱
制

定
す

る
こ

と
で

人
事

部
署

に
人

員
確

保
を

説
明

し
や

す
く

な
っ

た
（

藤
枝

市
）

 
⑤

要
綱

に
拠

点
が

明
記

さ
れ

た
こ

と
で

職
員

体
制

の
維

持
拡

充
（

岩
国

市
）

 
⑥

国
・

都
道

府
県

か
ら

の
繰

り
返

し
の

働
き

か
け

・
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
 

⑦
都

道
府

県
に

よ
る

講
演

会
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

（
静

岡
県

、
山

口
県

、
岡

山
県

、
沖

縄
県

、
宮

城
県

、
福

島
県

、
広

島
県

等
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
３
 
支
援
拠
点
［
詳
論
（
要
件
・
具
体
例
・
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
例
）
］
 

1
0

ス
タ

ー
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ア
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 第
５

 拠
点

設
置

確
認

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
 

１
 

設
置

運
営

要
綱

の
支

援
拠

点
の

4
業

務
に

つ
い

て
行

っ
て

い
ま

す
か

。
 

⑴
 子

ど
も

家
庭

支
援

全
般

に
係

る
業

務
（

実
情

の
把

握
、

情
報

の
提

供
、

相
談

等
へ

の
対

応
、

総
合

調
整

）
 

 
 

①
 実

情
の

把
握

 
②

 情
報

の
提

供
 

③
 相

談
等

へ
の

対
応

 
④

 総
合

調
整

 
【

レ
ベ

ル
１

・
２

・
３

・
４

・
５

 】
 

 
⑵

 
要
支
援
児
童
及
び
要
保
護
児
童
等
へ
の
支
援
業
務
（
危
機
判
断
と
そ
の
対
応
、
調
査
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
支
援
計
画
の
作
成

等
、
支
援
及
び
指
導
等
、
都
道
府
県
（
児
童
相
談
所
）
に
よ
る
指
導
措
置
の
委
託
を
受
け
て
市
区
町
村
が
行
う
指
導
）

 
 

 
①

 相
談

・
通

告
の

受
付

（
危

機
判

断
と

そ
の

対
応

）
 

②
 受

理
会

議
（

緊
急

受
理

会
議

）
（

危
機

判
断

と
そ

の
対

応
）

 
③

 調
査

 
④

 ア
セ

ス
メ

ン
ト

 
⑤

 支
援

計
画

の
作

成
等

 
⑥

 支
援

及
び

指
導

等
 

⑦
 都

道
府

県
(児

童
相

談
所

)に
よ

る
指

導
措

置
の

委
託

を
受

け
て

市
区

町
村

が
行

う
指

導
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】

 
 

⑶
 関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
（

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

、
児

童
相

談
所

、
各

種
協

議
会

と
の

連
携

）
 

 
①

 要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
活

用
 

②
 児

童
相

談
所

 
③

 各
種

協
議

会
と

の
連

携
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】

 
 

⑷
 そ

の
他

の
必

要
な

支
援
（

解
除

前
の

関
係

機
関

と
の

個
別

ケ
ー

ス
検

討
会

議
の

開
催

等
、
子

ど
も

や
家

族
の

定
期

訪

問
等

、
里

親
へ

の
支

援
等

）
 

 ①
 解

除
前

の
関

係
機

関
と

の
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
議

の
開

催
等

 
②

 子
ど

も
や

家
族

の
定

期
訪

問
等

 
③

 里
親

へ
の

支
援

等
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】
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 ２
 

支
援

拠
点

（
法

10
条

の
２

）
が

、
自

治
体

の
要

綱
等

で
明

記
さ

れ
て

い
ま

す
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
例

）
要

綱
、

要
領

、
処

務
規

程
、

そ
の

他
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】

 
 ３

 
保

健
部

門
と

子
ど

も
福

祉
部

門
と

の
一

体
性

・
連

携
は

出
来

て
い

ま
す

か
。

 
【

レ
ベ

ル
１

・
２

・
３

・
４

・
５

 】
 

 
（

例
）

①
 ハ

ー
ド

面
 

同
一

建
物

・
同

一
窓

口
 

②
 ソ

フ
ト

面
 

指
揮

命
令

系
統

の
統

一
 

③
 情

報
面

 
情

報
共

有
の

定
式

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
例

）
[月

に
２

回
以

上
の

ケ
ー

ス
会

議
・

ケ
ー

ス
共

有
す

る
定

め
あ

り
] 

[虐
待

担
当

が
保

健
部

門
の

情
報

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
]な

ど
 

 
４

 
人

員
配

置
基

準
の

要
件

を
充

た
し

て
い

ま
す

か
。

  
【

レ
ベ

ル
１

・
２

・
３
・

４
・

５
 】

 
⑴

児
童

人
口

に
応

じ
て

配
置

【
小

規
模

A
型

・
小

規
模

B
型

・
小

規
模

C
型

・
中

規
模

型
・

大
規

模
型

】
 

 
⑵

人
員

配
置

基
準

 
  

子
ど
も
家
庭
支
援
員

 
心
理
担
当
支
援
員

 
虐
待
対
応
専
門
員

 
合
 
 
計

 

小
規
模
型

 
  

  
  

  

  
小
規
模
Ａ
型

 
常
時
２
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

―
 

―
 

常
時
２
名

 

小
規
模
Ｂ
型

 
常
時
２
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

―
 

常
時
１
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時
３
名

 

小
規
模
Ｃ
型

 
常
時
２
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

―
 

常
時
２
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時
４
名

 

中
規
模
型

 
常
時
３
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
１
名
（
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時
６
名

 

大
規
模
型

 
常
時
５
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
（
非
常
勤
可
）
 

常
時
４
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時

11
名

 

  ５
 

業
務

遂
行

基
準

（
1
の

⑴
～

⑷
の

業
務

に
つ

い
て

）
の

確
認

 
( 1

) 
児

童
相

談
所

と
の

間
の

ケ
ー

ス
の

見
立

て
の

食
い

違
い

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

な
見

立
て

評
価

シ
ー

ト
の

共
有

が
な
さ

れ
て

い
る

。
 

( 2
) 

一
時

保
護

処
分

を
す
べ

き
か

ど
う

か
の

判
断

が
で

き
る

（
す

な
わ

ち
児

童
相

談
所

の
権

限
行

使
前

ま
で

の
活

動
が
で

き
る

。
拠

点
が

手
放

す
事

案
の

見
立

て
が

で
き

る
）

 
( 3

) 
要

対
協

（
地

域
資

源
）

を
使

っ
て

、
適

宜
関

係
機

関
間

の
役

割
分

担
を

決
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
( 4

) 
設

備
（

相
談

室
・

親
子

交
流

ス
ペ

ー
ス

・
事

務
室

等
）
・

器
具

（
記

録
等

を
厳

重
保

管
で

き
る

も
の

等
）

の
整

備
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 第
５

 拠
点

設
置

確
認

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
 

１
 

設
置

運
営

要
綱

の
支
援

拠
点

の
4
業

務
に

つ
い

て
行

っ
て

い
ま

す
か

。
 

⑴
 子

ど
も

家
庭

支
援

全
般

に
係

る
業

務
（

実
情

の
把

握
、

情
報

の
提

供
、

相
談

等
へ

の
対

応
、

総
合

調
整

）
 

 
 

①
 実

情
の

把
握

 
②

 情
報

の
提

供
 

③
 相

談
等

へ
の

対
応

 
④

 総
合

調
整

 
【

レ
ベ

ル
１

・
２

・
３

・
４

・
５

 】
 

 
⑵

 
要
支
援
児
童
及
び
要
保
護
児
童
等
へ
の
支
援
業
務
（
危
機
判
断
と
そ
の
対
応
、
調
査
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
支
援
計
画
の
作
成

等
、
支
援
及
び
指
導
等
、
都
道
府
県
（
児
童
相
談
所
）
に
よ
る
指
導
措
置
の
委
託
を
受
け
て
市
区
町
村
が
行
う
指
導
）

 
 

 
①

 相
談

・
通

告
の

受
付

（
危

機
判

断
と

そ
の

対
応

）
 

②
 受

理
会

議
（

緊
急

受
理

会
議

）
（

危
機

判
断

と
そ

の
対

応
）

 
③

 調
査

 
④

 ア
セ

ス
メ

ン
ト

 
⑤

 支
援

計
画

の
作

成
等

 
⑥

 支
援

及
び

指
導

等
 

⑦
 都

道
府

県
(児

童
相

談
所

)に
よ

る
指

導
措

置
の

委
託

を
受

け
て

市
区

町
村

が
行

う
指

導
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】

 
 

⑶
 関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
（

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

、
児

童
相

談
所

、
各

種
協

議
会

と
の

連
携

）
 

 
①

 要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
活

用
 

②
 児

童
相

談
所

 
③

 各
種

協
議

会
と

の
連

携
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】

 
 

⑷
 そ

の
他

の
必

要
な

支
援
（

解
除

前
の

関
係

機
関

と
の

個
別

ケ
ー

ス
検

討
会

議
の

開
催

等
、
子

ど
も

や
家

族
の

定
期

訪

問
等

、
里

親
へ

の
支

援
等

）
 

 ①
 解

除
前

の
関

係
機

関
と

の
個

別
ケ

ー
ス

検
討

会
議

の
開

催
等

 
②

 子
ど

も
や

家
族

の
定

期
訪

問
等

 
③

 里
親

へ
の

支
援

等
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】

 
 

 

第
５
 
拠
点
設
置
確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
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 ２
 

支
援

拠
点

（
法

10
条

の
２

）
が

、
自

治
体

の
要

綱
等

で
明

記
さ

れ
て

い
ま

す
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
例

）
要

綱
、

要
領

、
処

務
規

程
、

そ
の

他
 

【
レ

ベ
ル

１
・

２
・

３
・

４
・

５
 】

 
 ３

 
保

健
部

門
と

子
ど

も
福

祉
部

門
と

の
一

体
性

・
連

携
は

出
来

て
い

ま
す

か
。

 
【

レ
ベ

ル
１

・
２

・
３

・
４

・
５

 】
 

 
（

例
）

①
 ハ

ー
ド

面
 

同
一

建
物

・
同

一
窓

口
 

②
 ソ

フ
ト

面
 

指
揮

命
令

系
統

の
統

一
 

③
 情

報
面

 
情

報
共

有
の

定
式

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
例

）
[月

に
２

回
以

上
の

ケ
ー

ス
会

議
・

ケ
ー

ス
共

有
す

る
定

め
あ

り
] 

[虐
待

担
当

が
保

健
部

門
の

情
報

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
]な

ど
 

 
４

 
人

員
配

置
基

準
の

要
件

を
充

た
し

て
い

ま
す

か
。

  
【

レ
ベ

ル
１

・
２

・
３

・
４

・
５

 】
 

⑴
児

童
人

口
に

応
じ

て
配

置
【

小
規

模
A
型

・
小

規
模

B
型

・
小

規
模

C
型

・
中

規
模

型
・

大
規

模
型

】
 

 
⑵

人
員

配
置

基
準

 
  

子
ど
も
家
庭
支
援
員

 
心
理
担
当
支
援
員

 
虐
待
対
応
専
門
員

 
合
 
 
計

 

小
規
模
型

 
  

  
  

  

  
小
規
模
Ａ
型

 
常
時
２
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

―
 

―
 

常
時
２
名

 

小
規
模
Ｂ
型

 
常
時
２
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

―
 

常
時
１
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時
３
名

 

小
規
模
Ｃ
型

 
常
時
２
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

―
 

常
時
２
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時
４
名

 

中
規
模
型

 
常
時
３
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
１
名
（
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時
６
名

 

大
規
模
型

 
常
時
５
名
（
１
名
は
非
常
勤
可
）
 

常
時
２
名
（
非
常
勤
可
）
 

常
時
４
名
（
非
常
勤
可
）

 
常
時

11
名

 

  ５
 

業
務

遂
行

基
準

（
1
の

⑴
～

⑷
の

業
務

に
つ

い
て

）
の

確
認

 
( 1

) 
児

童
相

談
所

と
の

間
の

ケ
ー

ス
の

見
立

て
の

食
い

違
い

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

な
見

立
て

評
価

シ
ー

ト
の

共
有

が
な
さ

れ
て

い
る

。
 

( 2
) 

一
時

保
護

処
分

を
す

べ
き

か
ど

う
か

の
判

断
が

で
き

る
（

す
な

わ
ち

児
童

相
談

所
の

権
限

行
使

前
ま

で
の

活
動

が
で

き
る

。
拠

点
が

手
放

す
事

案
の

見
立

て
が

で
き

る
）

 
( 3

) 
要

対
協

（
地

域
資

源
）

を
使

っ
て

、
適

宜
関

係
機

関
間

の
役

割
分

担
を

決
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
( 4

) 
設

備
（

相
談

室
・

親
子

交
流

ス
ペ

ー
ス

・
事

務
室

等
）
・

器
具

（
記

録
等

を
厳

重
保

管
で

き
る

も
の

等
）

の
整

備
 

 
 

第
５
 
拠
点
設
置
確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

3
9

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
 
 
 
3
9

2
0
1
9
/
0
4
/
0
3
 
 
 
1
0
:
2
3
:
3
5

273
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 第
６

 ヒ
ア

リ
ン

グ
一

覧
 

 

 
＊

な
お

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

当
時

の
組

織
体

制
を

前
提

に
し

て
い

る
 

＊
政

令
市

に
お

い
て

行
政

区
毎

に
置

か
れ

る
例

が
多

い
 

 
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
市
区
町
村
 
規
模
別
一
覧

規
模

平
成
29
年
度
報
告
書

平
成
30
年
度
報
告
書

小
規
模
A

熱
海
市
（
p.
22
)、
玉
野
市
（
p.
27
）
、
南
房
総
市

（
p.
32
）

杵
築
市
（
p.
22
0）

、
南
風
原
町
（
p.
25
4）

、
香
南
市

（
p.
20
8）

、
い
の
町
（
p.
21
4）

、
三
沢
市
（
p.
20
）
、
涌

谷
町
（
p.
28
）
、
伊
予
市
（
p.
19
2）

、
田
村
市

（
p.
46
）
、
三
宅
村
（
p.
54
）
、
妙
高
市
（
p.
74
）

小
規
模
B

加
賀
市
（
p.
41
）
、
総
社
市
（
p.
46
）
、
千
歳
市

（
p.
50
）
、
宗
像
市
（
p.
58
）
、
山
口
市
（
p.
64
）

神
⼾
市
（
p.
13
6）

、
越
前
市
（
p.
82
）
、
中
津
市

（
p.
23
0）

、
袋
井
市
（
p.
10
6）

小
規
模
C

岩
国
市
（
p.
74
）
、
大
村
市
（
p.
80
）

焼
津
市
（
p.
10
0）

、
⽶
⼦
市
（
p.
16
6）

、
神
⼾
市

（
p.
13
6）

、
相
模
原
市
（
p.
60
）
、
彦
根
市
（
p.
12
4）

、
海
老
名
市
（
p.
68
）
、
藤
枝
市
（
p.
11
0）

中
規
模

明
石
市
（
p.
86
）
、
豊
橋
市
（
p.
95
）
、
枚
方
市

（
p.
10
6）

、
松
⼾
市
（
p.
11
6）

、
港
区
（
p.
12
7）

那
覇
市
（
p.
26
2）

、
福
井
市
（
p.
90
）
、
鳥
取
市

（
p.
14
2）

、
福
島
市
（
p.
38
）
、
松
江
市
（
p.
17
2）

、
旭

川
市
（
p.
8）

、
奈
良
市
（
p.
13
0）

、
神
⼾
市

（
p.
13
6）

、
相
模
原
市
（
p.
60
）
、
富
士
市
（
p.
11
8）

、
東
広
島
市
（
p.
18
2）

大
規
模

豊
田
市
（
p.
13
4）

、
船
橋
市
（
p.
14
0）

松
山
市
（
p.
20
0）

、
大
分
市
（
p.
22
4）

第
６
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
一
覧
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 第
７

 お
わ

り
に

 

 
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
に

関
し

て
、
基

本
的

に
、
支

援
拠

点
設

置
運

営
要

綱
が

求
め

て
い

る
基

準
を

客
観

的

に
ま

と
め

る
こ

と
を

第
一

義
的

に
重

視
し

た
。
そ

の
上

で
、
実

際
の

自
治

体
で

の
運

用
例

を
参

考
に

具
体

例
を

示
し

、
さ

ら

に
ス
タ
ー

ト
後

の
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
想

定
し
て
研

究
者

や
自

治
体

担
当

者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
等

を
付

す
よ
う
工
夫

し
た
。

子
ど

も
の

命
を

守
る

た
め

の
拠

点
整

備
の

た
め

に
利

用
し

て
ほ

し
い

。
 

各
自
治
体
ご
と
に
、
人
的
体
制
や
地
域
資
源
は
様
々
で
あ
ろ
う
。
ど
こ
が
足
ら
な
い
の
か
、
ど
こ
を
補
充
す
れ
ば
子
ど
も
の

命
を
守
れ
る
の
か
、こ

の
検
討
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
全
国
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
報
告
書
を
参
考
に
検
証
を
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
 

20
22

年
ま
で
に
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
体
制
が
、全

国
で
整
え
ら
れ
る
よ
う
、こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
役
立
つ
こ
と
を
願
う
。

 
 

な
お

、
こ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

に
際

し
て

は
、
こ

こ
に

記
載

し
た

検
討

会
以

外
に

も
、
全

国
の

自
治

体
担

当
者

の
方

と
多

大
な

時
間

を
か

け
て

意
見

交
換

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
。

こ
の

場
を

借
り

て
お

礼
を

申
し

上
げ

た
い

。
 

今
後

、
支

援
拠

点
整

備
に

関
し

て
、
疑

問
や

ア
ド

バ
イ

ス
が

必
要

で
あ

れ
ば

、
こ

の
研

究
を

ま
と

め
た

支
援

拠
点

に
詳

し

い
研

究
者
（

鈴
木

、
井

上
等

）
・
実

務
者
（

拠
点

設
置

自
治

体
担

当
者

）
と

で
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
チ

ー
ム

体
制

を
構

築
し

て
い

る
の

で
（

虐
待

防
止

室
と

協
議

中
）
、

お
問

い
合

わ
せ

い
た

だ
き

た
い

。
 

 
 

最
後

に
、

市
区

町
村

の
虐

待
担

当
部

署
の

皆
さ

ん
に

エ
ー

ル
を

送
ら

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

 
【

参
考

リ
ン

ク
先

】
 

1 .
「

市
区

町
村

子
ど

も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
」

設
置

運
営

要
綱

 
ht

tp
s:/

/w
ww

.m
hl

w.
go

.jp
/fi

le
/0

6-
Se

isa
ku

jo
uh

ou
-1

19
00

00
0-

Ko
yo

uk
in

to
uj

id
ou

ka
te

ik
yo

ku
/0

00
01

61
70

0.
pd

f 
2.

 F
AQ

 
ht

tp
s:/

/w
ww

.m
hl

w.
go

.jp
/fi

le
/0

6-
Se

isa
ku

jo
uh

ou
-1

19
00

00
0-

Ko
yo

uk
in

to
uj

id
ou

ka
te

ik
yo

ku
/0

00
01

74
84

5.
pd

f 
3.

 ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 
ht

tp
s:/

/w
ww

.m
hl

w.
go

.jp
/fi

le
/0

6-
Se

isa
ku

jo
uh

ou
-1

19
00

00
0-

Ko
yo

uk
in

to
uj

id
ou

ka
te

ik
yo

ku
/0

00
01

61
70

4.
pd

f 
 [参

考
] 

鈴
木

秀
洋

研
究

室
 

ht
tp

://
su

zu
kih

id
eh

iro
.co

m
/ 

（
報

告
書

参
照

）
 

 
 

第
７
 
お
わ
り
に

4
0

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
 
 
 
4
0

2
0
1
9
/
0
4
/
0
3
 
 
 
1
0
:
2
3
:
3
6

マ
ニ
ュ
ア
ル
検
討
会
一
覧

8月
24
日

山
口
県

こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
局
 
こ
ど
も
家
庭
課
 
児
童
環
境
班

多
田
基
哉

山
口
県
岩
国
市

健
康
福
祉
部
 
こ
ど
も
支
援
課
 
こ
ど
も
相
談
室

室
⻑

吉
本
和
彦

静
岡
県

健
康
福
祉
部
 
こ
ど
も
未
来
局
 
こ
ど
も
家
庭
課
 
こ
ど
も
家
庭
班

班
⻑

鈴
木
淳

静
岡
県

健
康
福
祉
部
 
こ
ど
も
未
来
局
 
こ
ど
も
家
庭
課
 
こ
ど
も
家
庭
班

主
任

伊
東
沙
季

静
岡
県
藤
枝
市

子
ど
も
家
庭
課

課
⻑

岡
村
英
志

⻑
野
県
塩
尻
市

子
ど
も
教
育
部
 
家
庭
支
援
課

次
⻑
兼
課
⻑

百
瀬
公
章

新
潟
県
妙
高
市

教
育
委
員
会
 
子
ど
も
教
育
課
 
子
育
て
支
援
係

高
橋
勉

神
奈
川
県
海
老
名
市

健
康
福
祉
部
 
子
育
て
相
談
課

課
⻑

金
指
芳
子

千
葉
県
南
房
総
市

教
育
委
員
会
 
子
ど
も
教
育
課

主
査

鈴
木
智

東
京
都
千
代
田
区

児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

松
村
秀
一

1月
19
日

子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

片
倉
昭
子

子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

高
田
真
規
子

子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

山
川
玲
子

2月
6日

千
葉
県
南
房
総
市

教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育
課

主
査

鈴
木
智

愛
媛
県
伊
予
市

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
⻑

土
居
和
博

愛
媛
県
伊
予
市

市
⺠
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

課
⻑
補
佐

川
本
英
人

大
分
県

福
祉
保
健
部
こ
ど
も
・
家
庭
支
援
課
 
こ
ど
も
育
成
支
援
班

中
村
康
一

大
分
県
杵
築
市

子
ど
も
子
育
て
支
援
課

主
査

岡
田
陽
一

文
京
区

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
 
児
童
相
談
係

係
⻑

石
樵
さ
ゆ
り

宮
城
県
涌
谷
町

子
育
て
支
援
室

主
任

木
村
朱

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

松
⼾
市
⽴
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
 
⼩
児
科

⼩
橋
孝
介

2月
12
日

山
口
県
岩
国
市

健
康
福
祉
部
 
こ
ど
も
支
援
課
 
こ
ど
も
相
談
室

室
⻑

吉
本
和
彦

新
潟
県
妙
高
市

教
育
委
員
会
 
こ
ど
も
教
育
課
子
育
て
支
援
係

高
橋
勉

静
岡
県

健
康
福
祉
部
 
こ
ど
も
家
庭
課
 
こ
ど
も
家
庭
班

班
⻑

鈴
木
淳

静
岡
県

健
康
福
祉
部
 
こ
ど
も
家
庭
課
 
こ
ど
も
家
庭
班

主
任

伊
東
沙
季

鳥
取
県

福
祉
保
健
部
子
育
て
王
国
推
進
局
 
⻘
少
年
・
家
庭
課

課
⻑
補
佐

⻄
村
耕
一

鳥
取
県
鳥
取
市

健
康
こ
ど
も
部
(兼
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
）

次
⻑
(所
⻑
)

山
中
八
寿
子

沖
縄
県

子
ど
も
⽣
活
福
祉
部
 
⻘
少
年
・
子
ど
も
家
庭
課
 
児
童
育
成
班

又
吉
朋
隆

沖
縄
県
南
風
原
町

⺠
⽣
部
こ
ど
も
課

課
⻑

前
城
充

高
知
県
香
南
市

福
祉
事
務
所

副
所
⻑

坂
本
充
子

福
井
県
越
前
市

市
⺠
福
祉
部
子
ど
も
福
祉
課
 
子
ど
も
・
子
育
て
総
合
相
談
室

室
⻑

笹
田
和
子

千
葉
県
松
⼾
市

子
ど
も
部
子
ど
も
家
庭
相
談
課

課
⻑
補
佐

秋
田
敦
子

宮
城
県
涌
谷
町

子
育
て
支
援
室

室
⻑

木
村
智
香
子

⻘
森
県
三
沢
市

福
祉
部
家
庭
福
祉
課

参
事
兼
課
⻑

園
芳
彦

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

大
分
県
中
津
市
 
医
療
法
人
井
上
⼩
児
科
医
院

院
⻑

井
上
登
⽣

【
平

成
30

年
度

子
ど

も
・

子
育

て
支

援
推

進
調

査
研

究
事

業
】

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

タ
イ

ト
ル

】
市

区
町

村
等

が
行

う
児

童
虐

待
防

止
対

策
の

先
駆

的
取

組
に

関
す

る
調

査
研

究
 

【
実

施
主

体
】

日
本

大
学

（
研

究
代

表
者

 
危

機
管

理
学

部
准

教
授

 
鈴

木
秀

洋
）

 
【

調
査

研
究

報
告

書
概

要
（

サ
マ

リ
ー

）】
（

2
本

の
報

告
書

）
 

１
．

[目
的

・
内

容
]：

市
区

町
村

に
お

け
る

児
童

虐
待

防
止

対
策

は
、

平
成

28
年

改
正

児
童

福
祉

法
を

踏

ま
え

れ
ば

、
市

区
町

村
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

の
整

備
と

そ
の

レ
ベ

ル
維

持
・
向

上
に

か
か

っ
て

い
る

と
い

え
る

。
そ

の
意

味
で

、
ど

の
よ

う
に

し
て

、
現

在
11

4
か

所
（

10
6
自

治
体

）
の

支
援

拠
点
（

平
成

30
年

2
月

時
点

）
を

20
22

年
ま

で
に

全
市

区
町

村
に

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

、
そ

の
具

体
的

方
策

の

提
示

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
本

研
究

は
、
①

支
援

拠
点

の
現

状
に

関
し

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

を
行

う
と

と
も

に
②

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
提

示
し

、
拠

点
設

置
を

推
進

す
る

も
の

で
あ

る
。

 
2 ．

[ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
研

究
（

手
法

）
]：

①
地

域
性

や
支

援
拠

点
規

模
を

考
慮

し
、
全

国
の

31
市

町
村

を

抽
出

し
、
②

統
一

質
問

項
目

を
事

前
送

付
し

、
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

役
割

分
担
・
連

携
、

要
対

協
や

児
相

等
の

関
係

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
っ

た
（

県
も

同
席

）
。

[調
査

結
果

の
分

析
・
考

察
]：

①
支

援
拠

点
に

関
す

る
担

当
部

署
及

び
自

治
体

全
体

の
理

解
不

足
、

②
母

子
保

健
部

門
そ

の
他

関
係

機
関

と
の

役
割

分
担
・
連

携
へ

の
悩

み
が

出
さ

れ
た

。
こ

う
し

た
問

題
に

対
し

て
、
①

支
援

拠
点

の
重

要
性

を
自

治
体

組
織

全
体

で
共

有
し

、
人

員
配

置
・
運

用
（

採
用
・
異

動
・
資

格
取

得
促

進
等

）
を

行
う

例
、
②

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
妊

娠
期

か
ら

の
保

健
・
医

療
・
地

域
資

源
と

の
繋

が
り

の
強

み
と

支
援

拠
点

の
要

対
協

を

通
じ

た
連

携
の

強
み

を
一

体
化

す
る

よ
う

な
体

制
作

り
・
運

用
と

し
て

、
要

綱
整

備
、
指

揮
命

令
の

統
一

、

情
報

の
相

互
閲

覧
、

定
例

連
絡

会
議

、
家

庭
訪

問
同

行
、

人
事

交
流

等
の

工
夫

例
が

あ
る

。
 

3．
[ マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
](1

)手
法
：
上

記
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
全

国
16

か
所

で
行

っ
た

説
明

会
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

検
討

会
（

県
・
市

区
町

村
担

当
者

等
意

見
交

換
）
を

通
じ

、
拠

点
整

備
の

た
め

に
自

治
体

が
求

め
て

い
る

情

報
（

①
支

援
拠

点
の

機
能
・
要

件
詳

解
、
②

日
常

の
相

談
の

流
れ

ポ
イ

ン
ト

解
説

等
の

要
望

）
を

抽
出

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
構

成
・

項
目

立
て

を
行

っ
た

。
( 2

)内
容

：
①

法
体

系
と

し
て

「
市

町
村

子
ど

も
家

庭
支

援
指

針
」
・「

市
区
町

村
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

設
置

運
営

要
綱

」
の

内
容

抜
粋

し
、「

要
件

」
と

し
て

項
目

（
（
例
）
四
業
務
内
容
や
相
談
・
通
告
後
の
流
れ
等
）
ご

と
に

記
述
（

客
観

性
）。

②
加

え
て

、
要

件
の

解
説

や
自

治

体
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
「

具
体

例
」（
（
例
）
要
対
協
の
活
用
例
等
）
を

提
示

し
、
他

自
治

体
の

取
組

を
採

用

可
能

な
形

で
提

示
。
③

更
に

、
支

援
拠

点
の

体
制

維
持
・
発

展
の

た
め

の
工

夫
と

し
て

先
進

事
例
・
論

点
等

を
「

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
例

」（
（
例
）
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
）
と

し
て

提
示

し
た

。
 

4 ．
[今

後
の

整
備

拡
大

の
考

察
・

提
言

（
研

究
成

果
）

]拠
点

促
進

に
は

、
都

道
府

県
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

が

重
要

で
あ

り
、
静

岡
県

の
先

進
的

な
取

組
を

掲
載

し
た

。
行

政
・
研

究
者

等
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
説

明
・
先

行
自

治
体

の
発

表
・
小

人
数

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
・
複

数
担

当
者

（
管
理
職
・
事
務
担
当
者
・
相
談
担
当
）
参

加
を

促
す

開
催

手
法

等
担

当
者

が
自

治
体

に
戻

っ
た

後
の

組
織

体
制

作
り

に
資

す
る

画
期

的
ワ

ー
ク

工
夫

が
参

考
と

な
る

（
説
明
会
ア
ン
ケ
ー
ト
満
足
度
高
評
価
（
報
告
書
未
掲
載
）
）
。
な

お
、

16
か

所
（
報
告
書
一
覧
添
付
）
で

の
説

明

研
修

会
で

も
こ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
既

に
使

用
し

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
（

高
評

価
）
を

得
て

お
り

、
こ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

利
用

、
H

P
で

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
情

報
発

信
、
研

修
会
（

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

利
用

）
開

催
等

様
々

な
チ

ャ

ン
ネ

ル
に

よ
る

拠
点

啓
発

・
個

別
の

説
明

会
実

施
等

の
有

効
性

に
つ

い
て

提
言

を
行

っ
た

（
研

究
成

果
）
。 

参
考
資
料
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
検
討
会
一
覧
）

6
9

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
マ

ニ
ュ

ア
ル

_
本

文
.
i
n
d
b
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２．他の都道府県等における支援拠点設置のための研修等一覧（30 年度） 

 

2018 年 

8 月 30 日(木) 厚生労働省 全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議 

9 月 7 日(金) 岡山県 児童虐待防止等ネットワークの研修会 

10 月 4 日(木) 愛媛県 児童虐待防止に関する自治体の取組調査・意見交換 

10 月 17 日(水) 沖縄県 市町村研修会 

11 月 6 日(火) 鳥取県 市町村児童福祉担当課長等会議及び研修会 

11 月 29 日(木) 高知県 市町村向け子ども家庭総合支援拠点説明会 

11 月 30 日(金) 日本子ども虐待防止学会 第 24 回学術集会おかやま大会 

2019 年 

1 月 29 日(火) 厚生労働省 市町村セミナー 

1 月 30 日(水) 宮城県 子ども虐待対策連絡協議会研修会 

2 月 5 日(火) 静岡県東部 市区町村子ども家庭総合支援拠点研修会 

2 月 6 日(水) 文京区 要対協実務担当者会議（子ども家庭総合支援拠点に関する研修） 

2 月 7 日(木) 静岡県西部 市区町村子ども家庭総合支援拠点研修会 

2 月 11 日(月) 「地方自治と子ども施策」全国自治体シンポジウム 2018 宗像  

2 月 13 日(水) 静岡県中部 市区町村子ども家庭総合支援拠点研修会 

2 月 15 日(金) 福島県 子ども家庭総合支援拠点に関する研修会  

3 月 4 日(月) 広島県 市町職員講習会 

3 月 9 日(土) 大分県中津市 母子保健事業・養育支援訪問事業研究会 
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【研究体制】 

 【研究代表】  

日本大学危機管理学部准教授 鈴木秀洋 

 【研究協力（アドバイザー）】 

井上登生、山川玲子、小橋孝介  

【研究協力（マニュアル作成検討・拠点整備推進）】 

宮城県 鈴木優花  福島県 熊坂和美  静岡県 鈴木淳 
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千葉県南房総市 鈴木智 千葉県松戸市 秋田敦子 

静岡県藤枝市 岡村英志 鳥取県鳥取市 山中八寿子 
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